
�
代
中
國
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
﹁
改
宗
﹂
を
め
ぐ
っ
て

中

田

美

繪

は
じ
め
に

一
︑
�
代
中
國
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
僧
侶

二
︑
在
家
ソ
グ
ド
人
と
佛
敎

三
︑
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
宮
中
政
治
勢
力

お
わ
り
に

は

じ

め

に

�
年
の
ソ
グ
ド
硏
究
の
�
展
に
よ
り
︑
中
國
に
や
っ
て
來
た
ソ
グ
ド
人
の
多
く
が
︑
彼
ら
本
來
の
信
仰
で
あ
る
祆
敎
だ
け
で
な
く
︑
佛
敎
に

も
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
�
ら
か
に
な
っ
て
き
た(1

)
︒
例
え
ば
︑
龍
門
石
窟

(洛
陽
)
や
炳
靈
寺
石
窟

(蘭
州
)
︑
北
京
市
西
南
の
�
山
石
經
や
河

北
省
正
定
縣
の
開
元
寺
山
門
樓
石


な
ど
に
寄
�
者
と
し
て
そ
の
名
�
を
殘
し
て
い
る(2

)
︒
ま
た
︑
敦
煌
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
�
書
群
中
に
は
ソ

グ
ド
語
佛
典
が
存
在
し
︑
な
か
に
は
︑
出
家
者
用
の
戒
律
を
�
う
ソ
グ
ド
語
譯
の
佛
典
も
含
ま
れ
る
な
ど
﹇
吉
田
一
九
九
七
︑
二
四
一
頁

；

二
〇

〇
七
︑
五
一
～
五
四
頁
﹈
︑
出
家
を
�
ぶ
者
も
い
た
︒
こ
う
し
た
中
國
の
ソ
グ
ド
人
佛
敎
徒
の
多
く
は
︑
吉
田
豐
氏
に
よ
れ
ば
︑
中
國
移
�
後
の

改
宗
で
あ
り
︑
彼
ら
の
佛
敎
信
仰
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
發
生
し
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
現
象
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
ま
た
︑
多
く
の
ソ
グ
ド
人
が
改
宗
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し
た
の
は
︑
個
別
の
例
外
を
除
き
︑
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
さ
れ
て
お
り
﹇
吉
田
二
〇
一
一
︑
四
四
～
四
五
頁

；

二
〇
一
五
︑
三
三
～
四
四
頁
﹈
︑

ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
�
容
は
︑
�
代
中
國
の
佛
敎
隆
盛
に
聯
動
す
る
現
象
だ
っ
た
と
も
い
え
る
︒
そ
し
て
︑
こ
う
し
た
中
國
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人

の
佛
敎
�
容
を
︑
ソ
グ
ド
人
の
漢
�
と
み
る
硏
究
も
あ
る
﹇
�
一
九
九
四
︑
陳
二
〇
〇
二
﹈
︒

で
は
︑
�
代
に
顯
著
と
な
る
ソ
グ
ド
人
の
中
國
に
お
け
る
佛
敎
�
容
は
︑
優
位
に
あ
る
�
�
傳
瓜
へ
の
な
か
ば
�
命
論
�
な
趨
勢
と
し
て
の

﹁
同
�
﹂
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
も
ち
ろ
ん
︑
信
仰
の
背
景
は
世
俗
�
な
理
由
だ
け
で
說
�
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が(3

)
︑
彼
ら
の
佛
敎
�
容
に

は
�
體
�
な
�
擇
な
い
し
戰
略
�
な
側
面
も
あ
っ
た
と
考
え
る
︒
後
営
す
る
よ
う
に
︑
出
家
し
た
ソ
グ
ド
人
の
屬
す
る
寺
院
の
多
く
が
陸
路
や

水
路
沿
い
の
�
易
上
重
�
な
位
置
に
あ
る
都
市
に
み
ら
れ
る
こ
と
︑
そ
し
て
︑
寺
院
の
も
つ
經
濟
力
や
在
地
社
會
に
お
け
る
影
"
力
を
ふ
ま
え

れ
ば
︑
彼
ら
の
寺
院
へ
の
�
出
に
は
生
存
戰
略
�
な
側
面
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
�
で
は
#
廷
�
$
の
も
と
%
度
と
な
く
政
治
色

の
濃
い
&
譯
事
業
や
法
會
な
ど
の
佛
敎
事
業
が
實
施
さ
れ
る
が
︑
そ
こ
に
も
宮
中
政
治
勢
力

(本
稿
で
は
特
に
後
宮
の
后
妃
や
公
�
︑
あ
る
い
は
宦

官
を
さ
す
)
と
密
に
結
び
つ
き
活
'
す
る
ソ
グ
ド
系
の
僧
侶
の
(
を
確
)
す
る
こ
と
が
で
き
︑
寺
院
だ
け
で
な
く
宮
中
に
も
�
出
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
︒
つ
ま
り
︑
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
�
容
に
は
︑
寺
院
や
宮
中
と
の
政
治
�
・
經
濟
�
な
結
び
つ
き
も
念
頭
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
︑

﹁
改
宗(

4
)

﹂
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
で
︑
彼
ら
が
中
國
に
�
出
・
定
着
す
る
*
�
で
佛
敎
に
+
待
し
た
役
割
が
�
ら
か
と
な
ろ
う
︒

そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
ま
ず
︑
在
�
ソ
グ
ド
人
の
う
ち
︑
僧
侶
の
事
例
を
擧
げ
︑
出
家
の
背
景
を
活
動
場
-
の
特
.
と
關
聯
附
け
な
が
ら
考
察

す
る
︒
/
に
︑
在
家
の
ソ
グ
ド
人
が
︑
各
地
に
お
い
て
寺
院
や
僧
侶
と
ど
の
よ
う
に
關
わ
っ
て
い
た
の
か
を
0
觀
す
る
︒
�
後
に
︑
宮
中
の
政

治
勢
力
と
結
び
つ
く
ソ
グ
ド
人
僧
侶
に
1
目
し
︑
兩
者
が
結
び
つ
く
論
理
を
考
察
し
た
う
え
で
︑
佛
敎
﹁
改
宗
﹂
の
背
景
に
つ
い
て
見
解
を
営

べ
て
み
た
い
︒
な
お
︑
本
稿
は
バ
ク
ト
リ
ア
人
も
あ
わ
せ
て
と
り
あ
げ
る
︒
ソ
グ
ド
人
は
バ
ク
ト
リ
ア
人
と
婚
姻
關
係
を
結
び
︑
か
つ
聯
携
し

て
�
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
︑
敦
煌
の
ソ
グ
ド
人
聚
落
の
�
民
の
中
に
バ
ク
ト
リ
ア
人
が
含
ま
れ
る
な
ど(5

)
︑
兩
者
の
結
び
つ
き
は
密
接
で

あ
り
︑
ソ
グ
ド
人
2
體
の
動
向
を
廣
く
と
ら
え
る
う
え
で
︑
個
別
に
�
う
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
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一
︑
�
代
中
國
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
僧
侶

�
代
中
國
で
活
'
し
た
イ
ン
ド
出
身
の
僧
侶
は
︑
菩
提
液
志
・
善
無
畏
・
金
剛
智
な
ど
の
よ
う
に
︑
來
�
�
に
出
家
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒

一
方
︑
筆
者
が
出
身
・
-
屬
寺
院
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
﹁
�
代
ソ
グ
ド
人
僧
侶
一
覽
表
﹂
(以
下
︑
表
と
略
す
)
が
示
す
よ
う
に
︑
�
代
中

國
の
ソ
グ
ド
人
僧
侶
の
場
合
は
︑
出
家
後
に
來
�
し
た
例
は
少
な
い
︒
こ
の
こ
と
は
︑
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
本
土
で
の
佛
敎
信
仰
は
考
え
に
く
く
︑

ソ
グ
ド
人
佛
敎
徒
の
多
く
は
︑
移
�
先
で
佛
敎
に
改
宗
し
た
と
み
る
吉
田
氏
の
見
解
に
も
合
致
す
る
﹇
吉
田
一
九
九
七
︑
二
三
八
～
二
三
九
頁

；

二

〇
一
一
︑
四
三
～
四
五
頁

；

二
〇
一
五
︑
二
五
頁
﹈
︒
表
に
よ
れ
ば
︑
�
代
中
國
の
ソ
グ
ド
人
僧
侶
は
︑
本
人
よ
り
�
の
代
に
移
�
︑
本
人
の
代
に

移
�
し
た
も
の
に
分
類
で
き
る
︒
ま
た
︑
-
屬
寺
院
や
�
た
る
活
動
場
-
が
︑
襄
州
・
成
都
府
・
泗
州
・
涼
州
・
長
安
・
洛
陽
な
ど
の
�
易
の

盛
ん
な
都
市
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
︑
佛
敎
と
商
人
と
の
接
點
と
い
う
點
に
お
い
て
1
目
さ
れ
る
︒
以
下
︑
地
域
ご
と
に
分
類
し
︑
僧
侶
の

寺
院
�
出
の
實
態
を
︑
�
易
と
の
關
係
に
留
5
し
つ
つ
ま
と
め
て
お
き
た
い
︒

ⅰ
襄
陽

(襄
州
)

襄
陽
は
︑
湖
北
省
を
液
れ
る
長
江
荏
液
の
漢
水
の
沿
岸
に
位
置
す
る
︒
北
は
長
安
に
い
た
り
︑
南
は
荊
州
・
潭
州
を
經
て
廣
州
に
0
ず
る
中

國
大
陸
を
南
北
に
貫
く
幹
線
上
に
あ
り
︑
�
0
經
濟
の
�
地
で
あ
っ
た
︒
廣
州
か
ら
は
︑
安
南
都
護
府

(�
州
)
や
東
南
ア
ジ
ア
と
陸
路
・
海

路
で
つ
な
が
る
﹇
妹
尾
二
〇
一
四
︑
一
一
二
頁
﹈
︒
/
の
襄
陽
出
身
の
法
8
(表
の
10
)
の
廣
州
・
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
經
路
も
こ
れ
に
あ
た
る
︒

苾
芻
法
8
な
る
者
は
︑
泳
名
は
:
;
提
婆
�
に
法
天
と
云
う

︑
襄
州
襄
陽
の
人
な
り
︒
靈
集
寺
に
�
す
︒
俗
姓
は
安
︑
實
に
乃
ち
家
は
禮
義

を
傳
え
︑
門
は
冠
纓
を
襲
ぐ
︒
越
年
に
出
家
し
︑
欽
修
を
是
れ
務
め
︑
<
に
桑
梓
を
離
れ
︑
嶺
南
に
=
涉
す
︒
淨
の
番
禺
に
至
る
や
︑
行

李
を
報
知
す
︒
復
た
學
悟
は
?
き
に
非
ず
と
雖
も
而
も
實
に
尙
A
深
5
な
る
を
希
う
︒
喜
び
て
相
い
隨
い(6

)
︑
同
に
滄
海
を
越
え
︑
未
だ
一

B
を
經
ず
し
て(7

)
︑
佛
w
に
屆
る
︒
⁝
﹇﹃
大
�
西
域
求
法
高
僧
傳
﹄
(以
下
︑﹃
西
域
高
僧
傳
﹄
と
略
稱
)
下
︑
大
正
怨
脩
大
藏
經

(
以
下
︑
大
正
と
略
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�代ソグド人僧侶一覽表 (バクトリア人も含む)

�に『宋高僧傳』・『西域求法高僧傳』等の僧侶の傳記C料や『不空三藏表制集』を用いた。一部、
碑�C料もE用したが、網羅出來ているわけではない。また、ソグド人であることが確實な康・
安・米姓以外のソグド姓については、F別が困難なものは省略した。隋〜�初の例 (吉藏や智凱
(『續高僧傳』11、30)等) は含まない。
・本人より�の代に移� →ゴシック

・本人の代に來� →來��出家は○、來�後出家は◎、出家時+不�は△。
・上記 2點が不�な場合はH體字
・『西』…義淨『西域求法高僧傳』／『開』…智昇『開元釋敎錄』／『表』…圓照『代宗#贈司空
大辨正廣智三藏和上表制集』／『宋』…贊寧『宋高僧傳』／『�』…『�苑英華』

僧名／
俗姓名

出身 -屬寺院等 生歿年 備 考 出 典

1
僧伽／何 ○ 葱嶺北何

國

泗州�光王寺 628〜710 ｢大�泗州臨淮縣�光王寺

碑」『�』858；『宋』18

2 靈辯／安 襄陽 長安大慈恩寺 『集古今佛L論衡』卷丁

3

法藏／康 長安？ 太原寺等 643〜712 ｢大�大薦福寺故大德康
藏法師之碑」・「�大薦福
寺故寺�&經大德法藏和
尙傳」；『宋』5

4
萬歲／祖母

が康氏

洛陽O善寺 『大宋僧C略』下；張乃
翥 2006, pp122-123.

5

寶隆 △ 吐火羅 龍門石窟東山 2235 龕

「吐火羅僧寳QR宴記」、

張乃翥 2006, p. 118

6

彌陀山 ○ 覩貨邏 武則天+に&經で活
'。8 世紀初め頃歸
國。

法藏『入楞伽心玄義』；

『開』9；『宋』2

7 佛陀:; ◎ 覩貨羅 成都府 『西』上

8

玄會法師／

安？

京師 北インド・カ

シミール、大

覺寺に至り、

ネパールで死

去。

『西』上に「安將軍之

息」とある。黃盛璋
1980 (p. 121) は「安

將軍」を、涼州の安興

貴・安修仁兄弟とし、

王邦維 1988 (p. 58)

はこれを荏持してい

る。ただし、涼州の安

氏一族とのつながり

を裏附けるC料を提
示するのは困難であ
る。ここでは安姓のソ

グド人の可能性があ

るものとして提示し

ておく。

『西』上

9
僧伽跋;／
康 △

康國 長安 『西』上

10
法�／安 襄州襄陽 襄州靈集寺

廣州

『西』下

11 :T末T △ 吐火羅 長安 義淨の譯經メンバー 『開』9
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�代ソグド人僧侶一覽表 (バクトリア人も含む) (続き)

僧名／
俗姓名

出身 -屬寺院等 生歿年 備 考 出 典

12

�獻法師／

安

涼州 涼州大雲寺 ｢涼州衞大雲寺古刹功德
碑」(『金石萃U』69、『2
��』278)

13 神會／石 鳳� 四川淨衆寺 720〜794 『宋』9

14 �昭／康 蘭州 太行山 『�定錄』

15

不空◎／母

康氏

長安大興善寺 705〜774 出自については、諸
說ある。母親が康氏
であることを記すの

は『大�故大德贈司
空大辨正廣智不空三

藏行狀』である。

『大�故大德贈司空大辨正
廣智不空三藏行狀』『表』
4・6、『貞元怨定釋敎目
錄』15、『宋』1など。中田
2007, p. 61 1 2･1 4 參

照。

16
惠:／畢數
X ◎

無州貫 長安莊嚴寺 713〜？ 767 年得度 『表』2「Y影Z日度僧五人
制一首」，吉田 2007, p. 54．

17
惠觀／康守

忠 ◎

東京廣福寺 725〜？

18
惠日／畢越

X ◎
長安莊嚴寺 725〜？

19
惠光／石惠

璨 ◎
長安西�寺 755〜？

20
惠俊／羅�

◎

長安西�寺 753〜？

21
惠弘／羅�

成 ◎
土火羅國 長安西�寺 749〜？ 768 年得度 『表』2「Y影Z日度三僧制

一首」，吉田 2007, p. 54．

22
惠成／羅伏

	

涼州天寶

縣

長安�度寺 724〜？

23
惠順／曹


訶

京兆府萬

年縣

長安千福寺

24
志滿／康 洛陽 潁川龍興寺→

宣州黃山靈泉
715〜805 『宋』10

25

般若 ○

／喬荅;、
母羅氏

罽賓
()畢試)

長安醴泉寺 8C 末 〜

9C初

母方のいとこの羅好

心は神策軍の武將。
『貞元怨定釋敎目錄』17；
『宋』3

26
如信／康 襄城 洛陽O善寺 750〜824 ｢如信大師功德幢記」『白

氏�集』卷 59；『�』821



稱
)
五
一
︑
一
二
頁

a
／
足
立
一
九
四
二
︑
二
四
五
～
二
四
七

頁
﹈

法
8
の
俗
姓
は
﹁
安
﹂
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
ブ
ハ
ラ
か
ら
中

國
に
や
っ
て
來
た
ソ
グ
ド
人
の
後
裔
と
み
ら
れ
る(8

)
︒
そ
し
て
︑

﹁
門
は
冠
纓
を
襲
ぐ
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
そ
の
一
族
か
ら
は
官

職
に
就
く
も
の
を
代
々
輩
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
法
8
は
︑

襄
陽
の
靈
集
寺
を
離
れ
て
か
ら
は
︑
嶺
南
で
修
行
を
行
っ
て

い
た
が
︑
天
竺
・
南
海
求
法
よ
り
一
時
歸
_
し
た
義
淨
が
番

禺

(廣
州
)
に
到
着
し
た
こ
と
を
知
り
︑
の
ち
に
義
淨
と
佛
w

(シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
)
に
向
か
っ
た
と
い
う
︒
ま
た
︑
法
8

以
外
に
︑
靈
辯

(表
の
2
)
も
安
姓
を
も
つ
襄
陽
出
身
者
で
あ

る
︒
先
祖
は
﹁
西
域
﹂
出
身
で
︑
西
晉
時
代
に
長
安
白
鹿
原

に
移
�
し
︑
そ
の
後
︑
永
嘉

(三
〇
七
～
三
一
三
)
末
に
襄
陽

に
移
�
し
た
︒
靈
辯
は
高
宗
の
永
H
年
閒
に
敕
に
よ
り
慈
恩

寺
に
入
り
︑
宮
中
で
は
L
士
と
論
爭
を
繰
り
廣
げ
た(9

)
︒
で
は
︑

法
8
や
靈
辯
の
一
族
の
據
點
と
な
っ
た
襄
陽
と
は
︑
ソ
グ
ド

人
・
佛
敎
と
の
關
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
場
-
な
の
か
︒

襄
陽
が
ソ
グ
ド
人
の
活
動
據
點
で
あ
っ
た
こ
と
は
︑
榮
怨

江
氏
が
指
摘
し
て
い
る
︒
例
を
擧
げ
れ
ば
︑
サ
マ
ル
カ
ン
ド
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出
身
の
康
絢
の
一
族
は
︑
西
晉
時
代
に
河
西
か
ら
藍
田
に
移
�
し
︑
宋
・
永
初
年
閒
(四
二
〇
～
四
二
二
)
に
︑
祖
父
の
穆
が
﹁
b
族
三
千
餘

家
﹂
を
引
き
聯
れ
て
襄
陽
に
移
�
し
た

(﹃
梁
書
﹄
卷
一
八
康
絢
傳
)
︒
隋
～
�
初
に
活
'
し
た
康
姓
の
沙
門
智
嶷
も
︑
そ
の
先
祖
は
康
居
の
王
族

で
︑
魏
の
時
代
に
國
難
で
襄
陽
に
移
�
し
た
と
さ
れ
て
お
り(10

)
︑
魏
晉
南
北
#
+
に
は
旣
に
多
く
の
ソ
グ
ド
人
が
居
�
し
て
い
た
﹇
榮
二
〇
〇
七
︑

一
四
三
～
一
四
四
頁
﹈
︒

佛
敎
と
の
關
係
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
︑
僧
侶
の
指
$
や
荏
�
層
へ
の
布
敎
な
ど
︑
佛
敎
の
中
國
e
f
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
L
安

(三
一
二
～
三
八
五
年
)
の
活
動
據
點
が
襄
陽
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
﹇
塚
本
一
九
六
八
︑
五
〇
八
～
五
三
八
頁
﹈
︒﹃
高
僧
傳
﹄
卷
五
﹁
晉
長
安
五
g

寺
釋
L
安
﹂
に
よ
れ
ば
︑
L
安
の
檀
溪
寺
は
﹁
大
富
長
者
﹂
の
贊
助
が
あ
っ
た
と
い
う
﹇
大
正
五
〇
︑
三
五
二
頁
﹈
︒
こ
の
﹁
大
富
長
者
﹂
と
は
︑

お
そ
ら
く
︑
地
の
利
を
活
か
し
�
易
で
財
を
成
し
た
大
富
豪
と
み
ら
れ
︑
彼
ら
が
施
�
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
襄
陽
で
の
L
安
の

活
動
は
︑
長
安
や
涼
州
と
の
つ
な
が
り
の
も
と
展
開
し
て
い
た
︒﹃
出
三
藏
記
集
﹄
卷
九
-
收
﹁
漸
備
經
十
�
胡
名
幷
書
敍
﹂
に
は
︑
L
安
が

佛
典
を
入
手
す
る
*
�
が
描
か
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
涼
州

(�
涼
)
の
釋
p
常
が
︑
佛
典
﹃
漸
備
經
﹄
を
互
市
人
の
康
兒
と
い
う
ソ

グ
ド
人
に
託
し
︑
そ
れ
が
長
安

(�
秦
)
の
安
法
華
の
も
と
に
わ
た
り
︑
/
に
︑
あ
る
互
市
人
を
0
じ
︑
襄
陽

(
東
晉
)
の
L
安
の
も
と
に
屆

け
ら
れ
た
﹇
朱
一
九
八
八

(二
〇
一
二
︑
三
六
四
～
三
六
五
頁
)︑
榮
二
〇
〇
七
︑
一
四
三
頁
﹈
︒
こ
こ
か
ら
︑
襄
陽
・
長
安
・
涼
州
閒
の
佛
典
液
0
が
︑

ソ
グ
ド
人
や
佛
敎
僧
侶
ら
の
聯
携
の
も
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
よ
う
に
襄
陽
の
佛
敎
が
�
以
�
よ
り
ソ
グ
ド
人
や
各
地
の
寺
院

同
士
の
結
び
つ
き
の
も
と
に
展
開
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
︑
そ
う
し
た
h
境
下
に
い
た
ソ
グ
ド
人
の
中
か
ら
法
8
や
靈
辯
の
よ
う
な
僧
侶
が

出
て
く
る
こ
と
が
は
じ
め
て
理
解
さ
れ
よ
う
︒

ⅱ
成
都
府

榮
怨
江
氏
は
︑
魏
晋
南
北
#
+
に
西
域
か
ら
靑
海
を
經
る
ル
ー
ト
で
四
川
に
や
っ
て
來
る
ソ
グ
ド
人
が
少
な
か
ら
ず
お
り
︑
な
か
で
も
益
州

や
郫
縣
の
よ
う
な
�
�
都
市
に
は
ソ
グ
ド
人
聚
落
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
﹇
榮
二
〇
〇
七
︑
一
四
〇
～
一
四
三
頁(11
)

﹈
︒
榮
氏
は
︑
l
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に
そ
う
し
た
ソ
グ
ド
商
人
の
活
動
の
場
が
長
江
液
域
に
も
X
び
て
い
た
こ
と
を
︑
/
の
四
川
の
僧
侶
L
仙

(隋
)
の
例
か
ら
紹
介
し
て
い
る
︒

L
仙
は
︑﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
二
五
﹁
隋
蜀
部
灌
口
山
竹
林
寺
釋
L
仙
傳
﹂
に
︑﹁
本
康
居
國
の
人
︒
=
賈
を
以
っ
て
業
と
爲
し
︑
梁
・
周
の
際
に
︑

吳
・
蜀
を
o
來
し
︑
江
海
を
上
下
し
︑
珠
寶
を
集
積
す
︒
故
に
其
の
獲
る
-
の
貲
貨
は
乃
ち
兩
p
に
滿
つ
⁝
⁝(12

)
﹂
と
あ
り
︑
も
と
は
中
國
の
南

部
地
域
の
吳
・
蜀
を
o
來
す
る
ソ
グ
ド
人
商
人
で
あ
り
︑
長
江
を
利
用
し
て
�
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
︒
こ
れ
に
�
代
で
は
ソ
グ
ド
商
人
を
指

す
可
能
性
が
高
い
﹁
商
胡
﹂
﹇
森
安
二
〇
〇
七
a
︑
一
〇
七
頁

；

荒
川
二
〇
一
〇
︑
三
四
七
頁
1
三
五
﹈
の
例
を
加
え
れ
ば
︑
長
江
液
域
で
の
彼
ら
の

活
動
は
�
で
も
顯
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
杜
甫
の
﹁
解
悶
﹂
十
二
首
の
二
に
は
︑
夔
州
に
い
た
杜
甫
に
對
し
商
胡
が
別
れ
を
吿
げ
揚
州
に

下
っ
た
と
あ
り
﹇﹁
商
胡
離
別
下
揚
州
﹂﹈
︑
李
綽
�
﹃
尙
書
故
實
﹄
に
も
︑
李
r
が
商
胡
と
舟
で
長
江
を
o
來
し
た
と
あ
る
な
ど
﹇﹁
兵
部
李
r
員

外
︑
嘗
江
行
與
一
商
胡
舟
檝
相
/
︒﹂﹈
︑
ソ
グ
ド
商
人
が
長
江
液
域
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
揚
州
の
鑑
眞
と
日
本
に
赴
く
同
行
者
に
含

ま
れ
て
い
た
ソ
グ
ド
人
安
如
寶
の
例
も
﹇﹃
�
大
和
尙
東
征
傳
﹄﹈
︑
ソ
グ
ド
人
が
長
江
液
域
で
活
動
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
︒
こ
の
よ
う
に
ソ

グ
ド
商
人
は
長
江
液
域
で
活
潑
に
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
︑
四
川
地
域
も
重
�
な
�
易
據
點
と
な
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
こ
う
し

た
四
川
で
活
'
す
る
ソ
グ
ド
人
佛
敎
僧
侶
の
例
は
旣
に
�
以
�
よ
り
み
ら
れ
︑
L
仙
の
ほ
か
︑
南
#
梁
の
�
:(13

)
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
﹇
榮
二

〇
〇
七
︑
一
四
〇
頁
﹈
︒
�
代
の
例
と
し
て
は
︑
/
の
成
都
府
を
據
點
に
活
動
し
た
佛
陀
:
;
(表
の
7
)
と
神
會

(表
の
13
)
が
あ
げ
ら
れ
る
︒

・
佛
陀
:
;

佛
陀
:
;
な
る
者
は
︑
卽
ち
覩
貨
u
利
國
の
人
な
り
︒
形
模
を
大
に
し
て
氣
力
足
ら
し
む
︒
小
敎
を
v
い
て
常
に
乞
食
す
︒
少
く
し
て
興

易
に
因
り
︑
<
に
神
州
に
屆
る
︒
益
府
に
於
い
て
出
家
す
と
云
う
︒
性
=
涉
を
好
み
︑
九
州
の
地
履
ま
ざ
る
無
し
︒
後
<
に
西
遄
し
︑
周

く
O
迹
を
觀
る
︒
淨
は
«
爛
陀
に
於
い
て
見ま

み

ゆ
︒
後
ち
乃
ち
轉
じ
て
北
天
に
向
か
う
︒
年
五
十
許
り
︒
﹇
﹃
西
域
高
僧
傳
﹄
上
︑
大
正
五
一
︑

二
頁
／
足
立
一
九
四
二
︑
四
五
～
四
七
頁
﹈

ま
ず
︑﹁
覩
貨
u
利
國
﹂
と
は
︑﹁
覩
貨
羅

(ト
カ
ラ
)
﹂
と
﹁
u
利

(ソ
グ
ド
)
﹂
が
混
合
し
た
表
記
と
み
ら
れ
る
が
︑
王
邦
維
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
︑﹃
西
域
高
僧
傳
﹄
序
�
で
は
︑﹁
覩
貨
羅
佛
陀
:
;
師
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
覩
貨
羅
﹂
が
正
し
い
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
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﹇
王
一
九
八
八
︑
四
八
頁(14
)

﹈
︒
佛
陀
:
;
は
︑
若
い
こ
ろ
か
ら
�
易
を
行
い
︑
中
國

(﹁
神
州
﹂)
に
や
っ
て
來
た
︒
そ
し
て
︑
小
敎
(=

小
乘
敎
)
を

v
う
佛
敎
徒
の
商
人
で
あ
っ
た
が
︑
益
府

(成
都
府
)
で
出
家
し
た
︒
こ
れ
は
先
営
の
隋
の
L
仙
と
同
樣
︑
商
人
と
し
て
中
國
に
來
た
後
に
出

家
し
た
例
に
な
る
︒
そ
の
後
も
佛
陀
:
;
は
廣
域
を
移
動
し
︑
«
爛
陀
で
義
淨
に
z
{
し
た
︒

・
神
會

神
會
は
︑
祖
父
の
代
に
中
國
に
移
�
し
た
石
國

(タ
シ
ケ
ン
ト
)
の
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
﹇
﹃
宋
高
僧
傳
﹄
卷
九
﹁
�
成
都
府
淨
衆
寺
神
會
傳
﹂﹈
︒
七

二
〇
年
に
生
ま
れ
︑
三
十
歲
で
成
都
府
の
禪
宗
系
の
寺
と
し
て
}
名
な
淨
衆
寺
に
入
り
︑
無
相

(
怨
羅
王
族
出
身
︒
﹃
宋
高
僧
傳
﹄
卷
一
九
﹁
�
成

都
淨
衆
寺
無
相
傳
﹂)
に
師
事
し
た
︒

淨
衆
寺
は
︑
南
#
+
よ
り
ソ
グ
ド
人
と
の
關
わ
り
が
み
ら
れ
︑
萬
佛
寺
~
址

(�
代
の
淨
衆
寺
)
よ
り
出
土
し
た
梁
武
�
の
�
0
四

(五
二

三
)
年
の
紀
年
の
あ
る
釋
)
立
宴
龕
に
︑﹁
弟
子
康
�
發
心
敬
R
釋
)
�
石
宴
一
軀
﹂
と
刻
ま
れ
て
お
り
︑
康
�
と
い
う
ソ
グ
ド
人
が
石
宴
を

奉
�
し
た
こ
と
が
わ
か
る(15

)
︒
こ
の
~
址
で
は
多
く
の
石
宴
が
發
見
さ
れ
て
お
り
︑
佛
敎
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
︒
ま
た
︑
八

世
紀
末
の
四
川
で
記
さ
れ
た
﹃
歷
代
法
寶
記
﹄
に
は
︑
七
五
三
年
頃
︑
劍
南
よ
り
靈
州
に
や
っ
て
來
た
﹁
商
人
曹
瓌
﹂
が
︑
靈
州
に
い
た
僧
侶

の
無
�
に
淨
衆
寺
の
金
和
上

(=

無
相
)
に
つ
い
て
語
る
場
面
が
あ
る
﹇
大
正
五
一
︑
一
八
六
頁

；

柳
田
一
九
七
六
︑
一
六
八
～
一
六
九
・
一
七
三
・

一
七
八
～
一
七
九
頁
﹈
︒
曹
瓌
は
無
相
の
も
と
で
﹁
�
緣
﹂
し
た
在
家
の
商
人
で
あ
る
が
︑
さ
ら
に
榮
怨
江
氏
は
︑
曹
姓
を
も
ち
商
人
と
い
う
點

か
ら
︑
靈
州
と
成
都
を
o
來
し
て
い
た
ソ
グ
ド
商
人
の
可
能
性
が
高
い
と
す
る
﹇
榮
二
〇
〇
七
︑
一
四
五
頁
﹈
︒
曹
瓌
が
淨
衆
寺
に
い
た
の
が
七

五
三
年
以
�
︑
一
方
︑
神
會
は
七
四
九
年
か
ら
同
寺
に
屬
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
こ
の
二
人
の
ソ
グ
ド
人
は
淨
衆
寺
で
�
液
し
て
い
た
可
能
性

は
高
い
︒

ⅲ
泗
州

泗
州
は
︑
淮
水
下
液
に
位
置
し
︑
汴
河
を
經
て
洛
陽
に
も
0
じ
る
水
�
�
0
上
の
�
衝
で
あ
り
︑
多
く
の
商
人
が
o
來
し
た
︒
觀
�
の
�
神

― 42 ―

456



と
し
て
崇
め
ら
れ
た
僧
伽

(表
の
1
)
は
こ
こ
に
寺
院
を
設
け
た(16

)
︒

僧
伽
に
關
す
る
�
も
古
い
記
事
は
︑
�
・
李
邕
﹁
大
�
泗
州
臨
淮
縣
�
光
王
寺
碑
﹂
(﹃
�
苑
英
華
﹄
卷
八
五
八
-
收
︒
以
下
﹁
�
光
王
寺
碑
﹂)

で
あ
る
︒
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
龍
朔
初

(六
六
一
年
)
に
來
�
し
た
こ
と
︑
さ
ら
に
﹁
和
尙
之
姓
何
︑
何
國
人
︒﹂
と
あ
り
︑
姓
は
何
︑
何
國

(ク

シ
ャ
ー
ニ
ヤ
)
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
一
方
︑﹃
宋
高
僧
傳
﹄
卷
一
八
﹁
�
泗
州
�
光
王
寺
僧
伽
傳
﹂
で
は
︑
そ
の
何
國
は
/
の
よ
う
に

說
か
れ
る
︒

釋
僧
伽
な
る
者
は
︑
葱
嶺
北
の
何
國
の
人
な
り
︒
自
ら
俗
姓
何
氏
と
言
う
︒
⁝

其
の
何
國
を
詳
ら
か
に
す
る
に
碎
葉
國
の
東
北
に
在
り
︒

是
れ
碎
葉
の
附
庸
な
る
の
み
︒
伽
は
本
土
に
在
り
て
少
く
し
て
出
家
す
︒
僧
と
爲
り
し
の
後
に
誓
志
し
=
方
す
︒
﹇
大
正
五
〇
︑
八
二
二
頁

／
中
華
書
局
︑
四
四
八
頁
﹈

僧
伽
は
︑
葱
嶺

(パ
ミ
ー
ル
)
北
の
何
國
人
で
︑
こ
の
何
國
は
︑﹁
碎
葉
國
東
北
﹂
ス
イ
ア
ブ
の
東
北
に
位
置
す
る
と
い
う
︒
つ
ま
り
︑
サ
マ
ル

カ
ン
ド
の
西
に
あ
る
何
國
で
は
な
い
︒
こ
れ
は
︑
張
廣
:
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
何
國
の
移
民
が
ス
イ
ア
ブ
の
東
北
に
た
て
た
も
の
と
み
て

よ
い
﹇
張
一
九
八
六

(一
九
九
五
)︑
二
六
四
～
二
六
五
頁
﹈
︒
ま
た
︑﹃
宋
高
僧
傳
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
本
土
﹂︑
す
な
わ
ち
ス
イ
ア
ブ
の
東
北
で
出
家

し
て
い
る
︒

｢
�
光
王
寺
碑
﹂
に
よ
れ
ば
︑
僧
伽
は
泗
州
臨
淮
縣
に
移
�
し
︑
そ
こ
に
�
照
佛
を
本
�
と
す
る
寺
を
円
て
た(17

)
︒
そ
の
後
︑
中
宗
の
敕
を
�

け
て
﹁
別
殿
﹂
に
招
か
れ
法
を
說
い
て
い
る
︒
招
か
れ
た
時
+
に
つ
い
て
は
記
載
が
無
い
が
︑﹃
宋
高
僧
傳
﹄
卷
一
八
﹁
僧
伽
傳
﹂
に
は
景
龍

二

(七
〇
八
)
年
と
あ
る
︒
僧
伽
は
︑
中
宗
に
�
照
王
の
寺
名
を
Y
う
が
︑
武
則
天
の
諱
﹁
照
﹂
を
�
け
︑
�
光
王
寺
の
寺
額
を
賜
っ
た(18

)
︒
王

海
燕
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
皇
�
か
ら
の
崇
敬
は
僧
伽
の
威
信
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
﹇
王
二
〇
一
二
︑
三
六
三
頁
﹈
︒

�
光
王
寺
の
繁
榮
は
︑
そ
の
立
地
も
大
き
く
影
"
し
た
︒﹁
�
光
王
寺
碑
﹂
に
よ
る
と
︑
寺
院
は
﹁
o
來
舟
楫
﹂
の
歸
依
を
う
け
た
こ
と
が

わ
か
る(

19
)

︒
ま
た
︑﹁
邑
屋
は
其
の
雄
な
る
を
助
け
︑
商
旅
は
其
の
大
な
る
を
增
す

(邑
屋
助
其
雄
︑
商
旅
增
其
大
)
﹂
と
あ
り
︑
商
旅
が
寺
を
盛
ん

に
し
た
と
い
う
︒
こ
の
箇
-
に
着
目
し
た
王
海
燕
氏
は
︑
泗
州
を
訪
れ
る
商
人
た
ち
が
寺
の
興
隆
に
助
勢
し
た
と
み
て
お
り
﹇
王
二
〇
一
二
︑
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三
七
〇
頁
﹈
︑
泗
州
を
行
き
か
う
商
p
の
商
人
ら
が
︑
こ
の
寺
を
訪
れ
密
な
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
後
世
の
僧
伽
の
靈

驗
說
話
中
に
商
人
と
の
關
わ
り
を
示
す
も
の
が
多
い
の
も
﹇
王
二
〇
一
二
︑
三
七
〇
～
三
七
一
頁
﹈
︑
泗
州
が
商
人
の
o
來
が
盛
ん
な
水
上
�
0
の

�
衝
に
あ
り
︑
僧
伽
が
商
人
と
接
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
�
因
す
る
と
み
ら
れ
る
︒
商
人
の
荏
持
は
僧
伽
�
び
そ
の
寺
院
の
經
濟
�
基

盤
と
な
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

ⅳ
涼
州

涼
州
は
︑
ソ
グ
ド
人
の
大
聚
落
を
擁
す
る
�
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
�
地
で
あ
る
︒
ソ
グ
ド
姓
を
も
つ
人
々
の
存
在
が
確
)
さ
れ
る
ほ
か
︑

�
國
當
初
の
�
#
を
荏
え
た
こ
と
で
}
名
な
安
興
貴
・
安
修
仁
兄
弟
を
輩
出
し
た
安
氏
一
族
な
ど
︑
ソ
グ
ド
人
の
一
大
根
據
地
で
あ
っ
た
﹇
榮

二
〇
〇
一
︑
六
八
～
七
四
頁
﹈
︒
ま
た
︑
祆
祠
も
存
在
し
て
お
り
﹇﹃
#
野
僉
載
﹄
卷
三
﹈
︑
ソ
グ
ド
人
が
祆
敎
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

が
︑
一
方
で
︑
�
獻
法
師

(表
の
12
)
の
よ
う
に
︑
ソ
グ
ド
人
佛
敎
僧
侶
も
存
在
し
た
︒

�
獻
法
師
に
つ
い
て
は
︑
景
雲
二

(七
一
一
)
年
に
円
て
ら
れ
た
﹁
涼
州
衞
大
雲
寺
古
刹
功
德
碑
﹂
(
武
威
�
物
館
藏
)
に
記
載
が
あ
る(20

)
︒
碑

�
に
︑﹁
寺
�
�
獻
法
師
︑
俗
姓
安
氏
︑
姑
臧
の
人
に
し
て
︑
驃
騎
大
將
軍
安
公
の
子
孫
﹂
と
あ
り
︑
�
獻
法
師
は
︑
俗
姓
は
安

(
ブ
ハ
ラ
)
︑

出
身
は
姑
臧

(涼
州
)
︑
驃
騎
大
將
軍
安
公
と
い
う
ソ
グ
ド
人
の
後
裔
で
あ
る
と
い
う
︒
碑
�
中
の
大
雲
寺
は
︑
も
と
は
�
涼
第
九
代
目
の
王
︑

張
天
錫
の
昇
�
年
閒
に
つ
く
ら
れ
た
宏
藏
寺
で
あ
っ
た
が
︑
武
則
天
が
2
國
の
州
に
大
雲
寺
を
設
置
し
た
の
に
�
い
改
名
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
�

獻
法
師
は
︑
寺
�
の
地
位
に
あ
っ
た
︒
寺
職
の
ト
ッ
プ
は
0
常
は
上
座
だ
が
︑
寺
�
が
上
座
よ
り
も
上
位
の
場
合
も
あ
り(21

)
︑
本
碑
�
で
は
︑
寺

�
の
�
獻
法
師
が
上
座
と
維
«
よ
り
先
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
�
獻
法
師
が
本
寺
の
ト
ッ
プ
の
地
位
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
︒

ま
た
︑
碑
�
に
は
︑
大
雲
寺
重
修
の
爲
に
寄
�
し
た
者
が
記
さ
れ
て
お
り
︑
司
馬
逸
實

(逸
客(
22
))

(﹁
�
牧
の
右
武
將
軍
・
右
御
C
中
丞
・
內
供

奉
・
持
�
西
河
︹
河
西
︺
諸
軍
�
度
大
E
・
赤
水
軍
大
E
・
九
姓
大
E
・
監
秦
涼
州
倉
庫
E
・
檢
校
涼
州
都
督
︑
河
內
の
司
馬
︑
名
は
逸
實
︹
逸
客
︺﹂)
を
筆

頭
に
︑﹁
赤
水
軍
副
E
右
衞
將
軍
陳
宗
北
︑
左
金
吾
衞
翊
府
中
郞
將
安
忠
敬
︑
軍
長
C
萬
園
︑
軍
司
馬
王
休
祥
︑
神
烏
縣
令
胡
宗
輔
﹂
を
確
)
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で
き
る
︒
こ
の
な
か
の
安
忠
敬
と
は
︑
ソ
グ
ド
人
の
安
興
貴
の
曾
孫
に
あ
た
る
﹇
吳
一
九
九
七
︑
三
一
二
・
三
二
五
頁

；

山
下
二
〇
〇
八
︑
一
六
頁
﹈
︒

山
下
將
司
氏
が
�
ら
か
に
し
た
よ
う
に
︑
涼
州
の
安
氏
一
族
は
︑
�
成
立
以
�
よ
り
馬
の
生
產
と
�
易
に
よ
り
繁
榮
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
︑
�

が
河
西
の
防
備
を
强
�
す
る
た
め
に
怨
た
な
監
牧

(官
營
牧
場
)
を
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
當
地
で
馬
產
に
當
た
っ
て
い
た
安
氏
に
�
營

が
委
ね
ら
れ
︑
安
忠
敬
も
監
牧
E
に
就
い
た
﹇
山
下
二
〇
〇
八
︑
一
八
～
二
〇
頁
﹈
︒
�
獻
法
師
お
よ
び
そ
の
寺
院
は
︑
こ
う
し
た
涼
州
に
基
盤
を

も
つ
ソ
グ
ド
人
に
も
荏
�
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
︒
安
忠
敬
に
つ
い
て
は
︑
彼
の
墓
碑
銘
﹁
河
西
�
度
副
大
E
鄯
州
都
督
安
公
神
L
碑
銘
幷

序(
23
)

﹂
に
︑﹁
加
以
心
淨
三
業
︑
躬
勤
八
戒
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
在
家
の
戒
で
あ
る
八
戒

(
八
關
齋
戒
)
を
守
る
信
徒
で
も
あ
っ
た
︒
�
獻
法
師
と

安
忠
敬
の
關
係
に
つ
い
て
は
不
�
だ
が
︑
�
獻
法
師
の
先
祖
も
涼
州
の
安
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
安
忠
敬
と
同
族
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
︒

ⅴ
長
安
・
洛
陽

長
安
・
洛
陽
の
寺
院
に
-
屬
し
た
ソ
グ
ド
人
僧
侶
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
で
言
�
し
た
不
空
と
彼
の
奏
Y
で
得
度
し
た
僧
侶

(表
の
15
～
23
)

﹇
中
田
二
〇
〇
七
﹈
︑
般
若

(表
の
25
)﹇
中
田
二
〇
一
一
﹈
は
省
略
し
︑
こ
こ
で
は
︑
そ
れ
以
外
の
︑
比
�
�
詳
細
な
A
報
の
あ
る
僧
伽
跋
;
(表

の
9
)
や
法
藏

(表
の
3
)
の
例
を
取
り
上
げ
る
︒

・
僧
伽
跋
;

僧
伽
跋
;
な
る
者
は
︑
康
國
の
人
な
り
︒
少
く
し
て
液
沙
を
出
で
京
輦
に
=
步
す
︒
稟
素
崇
信
︑
戒
行
淸
嚴
に
し
て
檀
¡
を
是
れ
修
め
︑

慈
悲
は
念
に
在
り
︒
顯
慶
年
內
を
以
て
敕
を
奉
じ
E
人
と
相
い
隨
い
西
國
に
禮
覲
す
︒
大
覺
寺
に
到
る
︒
金
剛
座
に
於
い
て
廣
く
薦
設
を

興
し
︑
七
日
七
夜
然
燈
し
�
を
續
ぎ
大
法
會
を
獻
ず
︒
⁝

後
︑
�
國
に
_
る
︒
印
た
敕
令
を
奉
じ
�
阯
に
o
き
藥
を
¢
る
︒
⁝

﹇
﹃
西

域
高
僧
傳
﹄
上
︑
大
正
五
一
︑
四
頁
／
足
立
一
九
四
二
︑
八
三
～
八
四
頁
﹈

康
國
つ
ま
り
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
身
の
僧
伽
跋
;
は
︑
若
い
こ
ろ
に
液
沙
を
越
え
て
﹁
京
輦
﹂
つ
ま
り
都
の
長
安
に
や
っ
て
來
た
︒
來
�
時
に
商

人
だ
っ
た
の
か
︑
あ
る
い
は
旣
に
僧
侶
だ
っ
た
の
か
は
不
�
で
あ
る
︒
長
安
で
の
滯
在
先
︑
-
屬
寺
院
も
不
�
で
あ
る
︒
顯
慶
年
閒
(
六
五
六
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～
六
六
一
年
)
に
敕
命
を
�
け
︑﹁
E
人
﹂
と
と
も
に
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
大
覺
寺
に
至
っ
た
︒
ⅱ
の
佛
陀
:
;
と
同
樣
︑
ソ
グ
ド
本
土
か
ら
中
國
に

入
り
︑
そ
の
後
︑
僧
侶
と
し
て
中
國
か
ら
イ
ン
ド
に
赴
い
た
こ
と
に
な
る
︒
と
こ
ろ
で
︑
僧
伽
跋
;
が
同
行
し
た
天
竺
へ
の
﹁
E
人
﹂
と
は
︑

顯
慶
二
年
に
天
竺
に
£
¤
さ
れ
︑
同
五
年
に
;
訶
菩
提
寺

(つ
ま
り
大
覺
寺
)
に
至
り
︑
龍
朔
元

(六
六
一
)
年
に
長
安
に
戾
っ
た
王
玄
策
の
一

行
と
み
ら
れ
て
い
る
﹇
孫
一
九
九
八
︑
一
二
三
～
一
二
四
頁
﹈
︒
こ
う
し
た
外
國
へ
の
£
¤
は
︑
般
若

(表
の
25
)
に
も
み
ら
れ
︑
彼
ら
が
�
易

ル
ー
ト
を
熟
知
し
︑
現
地
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
も
無
關
係
で
は
な
い
だ
ろ
う(24

)
︒

天
竺
か
ら
戾
る
と
︑
藥
の
¢
集
を
命
じ
ら
れ
�
阯

(現
ハ
ノ
イ
)
に
赴
い
た
︒
北
ベ
ト
ナ
ム
は
康
僧
會

(
三
國
吳
の
譯
經
僧
)
の
父
や
吉
藏

(安
姓
の
佛
敎
僧
︑
五
四
九
～
六
二
三
年
)
の
先
祖
が
移
�
し
た
よ
う
に
﹇﹃
高
僧
傳
﹄
卷
一

；﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
一
一
﹈
︑
ソ
グ
ド
人
の
�
易
活
動
の
據

點
の
一
つ
で
あ
っ
た
︒
僧
伽
跋
;
に
は
佛
敎
に
基
づ
く
藥
の
知
識
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
︑
同
時
に
香
藥
が
ソ
グ
ド
人
も
�
う
�
易
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
入
手
ル
ー
ト
を
熟
知
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
︑
¢
藥
の
§
任
者
と
F
斷
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
︒

・
法
藏

法
藏
は
俗
姓
が
康
の
ソ
グ
ド
人
で
︑
祖
父
の
代
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
よ
り
移
�
し
て
き
た
︒
崔
致
?
�
﹃
�
大
薦
福
寺
故
�
&
經
大
德
法
藏
和

尙
傳
﹄
(大
正
五
〇
卷
︒
以
下
﹃
法
藏
傳
﹄)
に
よ
る
と
︑
法
藏
の
父
康
謐
は
左
衞
中
郞
將
を
¨
贈
さ
れ
て
い
る
︒
法
藏
は
二
〇
歲
�
後
で
華
嚴
宗

の
第
二
祖
で
あ
る
智
儼
に
師
事
す
る
が
︑
剃
髮
は
遲
く
︑
智
儼
が
©
く
な
る
總
違
元

(
六
六
八
)
年
に
至
っ
て
も
な
お
在
俗
の
ま
ま
で
あ
っ
た
︒

六
七
〇
年
の
二
八
歲
の
時
︑
長
安
に
太
原
寺
が
円
立
さ
れ
た
際
に
︑
よ
う
や
く
剃
髮
し
そ
こ
に
入
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
寺
院
円
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
あ
わ
せ
て
實
施
さ
れ
た
敕
恩
度
僧
と
み
ら
れ
︑
武
則
天
と
法
藏
と
の
結
び
つ
き
は
こ
の
頃
か
ら
顯
著
に
な
る
﹇
ª
善
一
九
九
七

(
二
〇
一
三
︑

四
四
三
～
四
四
五
頁
)﹈
︒
法
藏
は
洛
陽
で
﹃
華
嚴
經
﹄
八
〇
卷
や
﹃
無
垢
淨
光
陀
羅
尼
經
﹄
(表
の
6
彌
陀
山
と
&
譯
)
な
ど
の
&
譯
に
參
加
し
た

ほ
か
︑
«
亂
鎭
壓
の
祈
�
や
祈
雨
な
ど
も
行
っ
て
お
り
︑
例
え
ば
︑
神
功
元

(六
九
七
)
年
︑
契
丹
の
«
亂
の
際
に
は
︑
武
則
天
の
命
を
�
け
︑

觀
�
を
本
�
と
し
敵
方
鎭
壓
の
た
め
に
法
會
を
開
い
て
い
る(26

)
︒
ま
た
︑
中
宗
や
睿
宗
の
菩
G
戒
師
も
務
め
た
﹇﹃
法
藏
傳
﹄
︑
二
八
四
頁
﹈
︒

神
龍
元

(七
〇
五
)
年
の
宮
廷
政
變
で
は
︑
法
藏
は
積
極
�
に
こ
れ
に
關
與
し
た
︒
こ
の
政
變
は
︑
武
則
天
の
寵
臣
で
あ
る
張
易
之
兄
弟
を
︑
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宰
相
の
張
柬
之
ら
が
中
心
と
な
り
誅
滅
し
た
も
の
で
︑
こ
れ
に
よ
り
武
則
天
は
®
位
を
¯
ら
れ
︑
中
宗
が
卽
位
す
る
︒
こ
の
政
變
で
法
藏
は
︑

武
則
天
で
は
な
く
中
宗
側
に
つ
き
︑
怨
政
權
下
で
巧
み
に
生
き
殘
り
を
果
た
し
た
︒
政
變
時
の
こ
と
と
し
て
︑﹃
法
藏
傳
﹄
に
﹁
內
に
は
法
力

を
弘
め
︑
外
に
は
皇
°
を
贊た

す

く
﹂
と
あ
り
︑
法
藏
は
︑
法
力
を
E
っ
て
協
力
し
て
い
る
︒
そ
の
功
に
よ
り
中
宗
は
三
品
の
位
を
與
え
よ
う
と
し

た
が
︑
法
藏
は
か
わ
り
に
弟
の
康
寶
藏
に
與
え
る
よ
う
に
Y
う
た(27

)
︒
そ
れ
を
�
け
³
年
敕
が
下
り
︑﹁
#
議
郞
行
瓜
萬
監
副
監
﹂
の
地
位
に

あ
っ
た
康
寶
藏
は
︑﹁
游
擊
將
軍
︑
行
威
衞
隆
�
府
左
果
毅
都
尉
た
る
可
し
︑
µ
ね
て
母
を

侍
や
し
な

わ
し
め
︑
差
E
を
須
い
ず
﹂
(大
正
五
〇
︑
二
八

三
頁
)
と
の
命
を
�
け
た
︒
す
な
わ
ち
︑
康
寶
藏
は
︑
昇
�
す
る
も
の
の
︑
母
親
の
傍
に
い
る
た
め
に
︑
實
際
に
職
責
を
¹
う
こ
と
は
な
か
っ

た
ら
し
い
︒
こ
の
と
き
母
親
の
居
-
に
つ
い
て
は
︑﹃
法
藏
傳
﹄
に
︑﹁
永
隆
元
年
︑
覲
親
于
夏
州
﹂
(大
正
五
〇
︑
二
八
三
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
︑

夏
州
と
み
ら
れ
て
い
る(28

)
︒
そ
し
て
榮
怨
江
氏
は
︑
康
寶
藏
が
敕
を
賜
る
以
�
の
º
書
の
職
事
官
﹁
瓜
萬
監
副
監
﹂
か
ら
︑
康
寶
藏
が
夏
州
の
瓜

萬
城
一
帶
に
お
か
れ
た
�
#
の
監
牧
の
官
員
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
﹇
榮
二
〇
一
二
︑
六
七
一
～
六
七
二
頁
﹈
︒
つ
ま
り
︑
康
寶
藏
は
︑
昇
�
後
も

夏
州
に
居
續
け
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ソ
グ
ド
人
が
軍
馬
の
飼
育
と
賣
買
を
家
業
に
し
て
い
た
こ
と
は
涼
州
安
氏
や
固
原
C
氏
の
例
か
ら
確
)
さ

れ
て
お
り
︑
�
の
監
牧
制
施
行
以
影
は
︑
監
牧
の
�
營
が
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
︑
軍
馬
の
生
產
と
提
供
を
0
じ
�
と
の
關
係
を
保
っ
て
い
た
﹇
山

下
二
〇
〇
八
﹈
︒
例
え
ば
︑
安
元
壽
は
夏
州
群
牧
E
と
し
て
オ
ル
ド
ス
に
置
か
れ
た
監
牧
を
管
理
し
た
︒
法
藏
の
一
族
が
︑
安
氏
一
族
の
よ
う
に

牧
馬
や
�
易
な
ど
の
家
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
直
接
示
す
も
の
は
な
い
が
︑
康
寶
藏
の
瓜
萬
監
副
監
の
º
書
は
︑
彼
ら
も
牧
馬
を
生
業
と
し

て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
法
藏
の
家
族
は
︑
法
藏
が
活
動
す
る
長
安
・
洛
陽
と
家
族
が
基
盤
を
置
く
夏
州
を
�
た
る
據
點
に
活
動
し
て
い
た
︒
そ
し
て
︑

家
族
の
中
か
ら
官
職
を
得
る
者
と
法
藏
の
よ
う
に
宮
中
と
密
接
に
結
び
つ
き
佛
敎
活
動
を
す
る
︑
と
い
っ
た
衣
な
る
形
式
で
#
廷
と
の
强
い
パ

イ
プ
を
持
ち
續
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

/
に
︑
以
上
の
よ
う
な
ソ
グ
ド
人
が
中
國
で
出
家
し
た
�
因
を
考
え
て
み
た
い
︒
も
ち
ろ
ん
︑
個
々
の
信
條
や
體
驗
に
も
と
づ
く
面
も
あ
る
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が
︑
同
時
に
�
代
の
寺
院
が
︑
經
濟
�
に
確
固
た
る
地
位
を
築
き
︑
中
國
社
會
に
大
き
な
影
"
力
を
}
し
て
い
た
點
に
1
5
す
る
必
�
が
あ
る
︒

寺
院
は
多
く
の
莊
園
を
-
}
し
︑
碾
磑
を
用
い
た
製
粉
・
製
米
や
製
油
等
の
營
利
事
業
︑
無
盡
︑
質
庫
︑
長
生
庫
な
ど
の
金
融
事
業
を
行
い
︑

さ
ら
に
富
寺
で
あ
れ
ば
邸
店

(宿
泊
・
飮
食
・
倉
庫
の
三
業
務
が
基
本
)
を
µ
¼
す
る
な
ど
︑
い
わ
ば
大
地
�
で
あ
り
½
本
家
で
あ
っ
た
︒
�
#

側
は
こ
う
し
た
寺
院
に
對
し
︑
邸
店
の
µ
¼
や
營
利
目
�
に
よ
る
宿
泊
業
務
を
禁
ず
る
な
ど(29

)
︑
さ
ま
ざ
ま
な
對
策
を
¾
ず
る
も
︑
取
り
閲
ま
り

を
園
底
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
﹇
以
上
︑
L
端
一
九
六
七
︑
四
四
一
～
五
四
五
頁

；

一
九
八
〇
︑
六
七
～
七
二
・
七
七
～
八
〇
頁

；

日
野

一
九
六
八

(一
九
九
二
︑
二
一
四
～
二
一
六
・
二
三
七
～
二
四
〇
頁
)﹈
︒
中
國
に
佛
敎
が
傳
來
し
て
以
來
︑
佛
敎
に
對
す
る
國
家
の
關
與
や
瓜
制
が
强

�
さ
れ
る
一
方
で
︑
實
際
は
︑
公
權
力
に
よ
る
掌
握
が
難
し
か
っ
た
部
分
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒
こ
う
し
た
寺
院
の
社
會
�
影
"
力
か
ら
す

れ
ば
︑
僧
侶
と
な
り
}
力
佛
敎
寺
院
に
屬
す
る
こ
と
も
︑
社
會
�
地
位
の
獲
得
に
¿
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
中
國
社
會
に
お
け
る

立
身
出
世
と
い
う
點
で
︑
ま
ず
考
え
ら
れ
る
L
は
︑
官
À
に
就
く
こ
と
で
あ
り
︑
實
際
に
そ
う
し
た
ソ
グ
ド
人
の
例
も
確
)
さ
れ
る
が
︑
當
時

の
佛
敎
の
廣
が
り
や
社
會
に
お
け
る
影
"
力
を
み
れ
ば
︑
寺
院
の
も
つ
經
濟
�
實
力
へ
の
關
心
と
共
に
︑
僧
侶
と
し
て
寺
院
に
入
る
こ
と
も
一

つ
の
榮
:
の
L
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
一
方
で
︑
ⅲ
僧
伽
・
ⅴ
僧
伽
跋
;
・
法
藏
や
︑
不
空
や
般
若

(
表
の
15
・
25
)
の
よ
う
に
權
力
中
樞
と

結
び
つ
く
僧
侶
も
い
た
︒
と
く
に
�
代
は
︑
僧
侶
の
官
僚
�
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
︑
不
空
や
三
違
で
取
り
上
げ
る
惠
範
の
よ
う
に
官
階
を
Á
け

ら
れ
る
出
家
者
の
例
も
み
ら
れ
る
﹇
ª
善
一
九
六
八

(二
〇
一
三
︑
一
一
二
～
一
一
七
・
一
二
八
～
一
二
九
頁
)﹈
︒
以
上
の
よ
う
な
僧
侶
の
社
會
�
立

場
を
見
る
と
︑
出
家
も
︑
仕
官
に
準
ず
る
立
身
出
世
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
さ
ら
に
︑
ⅰ
法
8
や
ⅴ
法
藏
︑

ま
た
︑
拙
稿
二
〇
一
一
で
取
り
上
げ
た
般
若

(母
方
の
い
と
こ
羅
好
心
は
神
策
軍
の
武
將
)
の
よ
う
に
︑
一
族
の
中
か
ら
O
・
俗
兩
方
の
人
材
を

輩
出
す
る
ケ
ー
ス
は
︑
彼
ら
の
生
存
戰
略
の
强
い
あ
ら
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒

で
は
︑
出
家
後
︑
ソ
グ
ド
人
の
生
業
で
も
あ
る
�
易
活
動
は
放
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
-
屬
寺
院
の
多
く
が
︑
�
易
ル
ー
ト
上
の
都
市
に

あ
り
︑
な
か
に
は
商
人
と
の
�
液
が
確
)
で
き
る
こ
と
な
ど
は
︑
ソ
グ
ド
人
が
寺
院
に
-
屬
し
つ
つ
何
ら
か
の
�
涉
を
繼
續
し
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
中
宗
+
の
こ
と
と
し
て
︑
富
戶
・
强
丁
や
大
商
人
が
僞
裝
の
得
度
を
し
て
籍
を
釋
門
に
置
き

(僞
濫
僧
)
︑
稅
役
を
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Ä
れ
本
來
の
生
業
を
繼
續
し
て
い
た
よ
う
に
﹇
日
野
一
九
六
六

(一
九
八
九
︑
一
七
四
～
一
七
六
頁(30
))

﹈
︑
ソ
グ
ド
人
の
中
に
も
出
家
後
︑
生
業
を
繼

續
す
る
者
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒

ま
た
︑
�
代
の
佛
敎
寺
院
は
︑
日
野
開
三
郞
氏
が
夙
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
︑
邸
店
に
�
い
業
務
を
行
っ
て
お
り
︑
都
會
の
寺
院
か
ら
山

閒
の
蘭
若
に
至
る
ま
で
客
商
の
旅
宿
と
し
て
も
機
能
し
︑
宿
客
へ
の
飮
食
の
提
供
を
行
い
そ
れ
を
收
入
と
し
た
り
︑
倉
庫
業
な
ど
も
µ
ね
て
い

た
﹇
日
野
一
九
六
八

(一
九
九
二
︑
二
三
七
～
二
四
〇
頁
)﹈
︒
寺
院
は
︑
邸
店
と
同
樣
に
商
人
が
利
用
す
る
場
と
な
っ
て
お
り
︑
本
違
ⅱ
で
と
り
あ

げ
た
曹
瓌
の
よ
う
に
ソ
グ
ド
商
人
が
寺
院
を
訪
れ
る
例
が
確
)
さ
れ
る
な
ど(31

)
︑
?
Å
離
移
動
す
る
ソ
グ
ド
商
人
が
利
用
し
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
︒
ま
た
︑﹁
店
﹂
の
な
か
に
は
ソ
グ
ド
人
が
經
營
し
商
胡
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
﹇
荒
川
二
〇
一
〇
︑
三
八

一
頁
﹈
︑
ソ
グ
ド
人
僧
侶
の
い
る
寺
院
が
︑
ソ
グ
ド
商
人
の
�
易
を
荏
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
︒
も
ち
ろ
ん
︑
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
ソ
グ
ド

商
人
の
寺
院
に
お
け
る
具
體
�
な
�
液
を
示
す
C
料
は
無
い
の
で
︑
あ
く
ま
で
も
狀
況
か
ら
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
︒
出
家
後
の
�
易
に
關
す
る

具
體
例
は
︑
第
三
違
で
改
め
て
言
�
す
る
︒

二
︑
在
家
ソ
グ
ド
人
と
佛
敎

(1
)
在
家
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
活
動

は
じ
め
に
で
も
営
べ
た
よ
う
に
︑
在
家
の
ソ
グ
ド
人
が
石
窟
寺
院
な
ど
の
題
記
に
名
�
を
殘
し
て
い
る
こ
と
は
確
)
さ
れ
て
い
る
が
︑
さ
ら

に
︑
僧
侶
や
寺
院
へ
の
出
½
と
い
う
形
で
も
佛
敎
に
關
わ
っ
て
い
る
︒
ま
ず
︑
佛
典
&
譯
の
出
½
の
例
を
見
て
み
よ
う
︒
ソ
グ
ド
語
佛
典
﹃
酒

を
誡
め
る
經
﹄
は
︑
そ
の
奧
書
か
ら
︑
開
元
十
六

(七
二
八
)
年
に
︑
安
姓
の
ソ
グ
ド
人
が
︑
ソ
グ
ド
人
と
み
ら
れ
る
僧
侶
に
依
賴
し
て
洛
陽

で
&
譯
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
︑
そ
し
て
あ
る
ソ
グ
ド
人
に
よ
っ
て
そ
の
寫
本
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
︒
吉
田
氏
は
︑
こ
れ

は
一
個
人
の
出
½
に
よ
り
&
譯
さ
れ
︑
書
寫
さ
れ
た
も
の
で
︑
國
家
の
庇
護
が
な
く
︑
廉
價
で
な
か
っ
た
寫
經
用
の
紙
を
自
ら
È
入
し
て
な
さ
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れ
た
こ
と
か
ら
︑
商
業
で
得
た
富
の
大
き
さ
を
示
唆
す
る
も
の
と
指
摘
す
る
﹇
吉
田
一
九
九
七
︑
二
四
〇
頁

；

二
〇
一
一
︑
一
〇
二
～
一
〇
三
頁

；

二

〇
一
五
︑
三
二
～
三
三
頁
﹈
︒
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
︑
ソ
グ
ド
語
佛
典
の
譯
出
・
書
寫
を
經
濟
�
に
荏
�
す
る
ソ
グ
ド
商
人
の
存
在
を
示
し
て
い
る
︒

寺
院
修
築
等
へ
の
出
½
の
例
と
し
て
︑
�
代
で
は
な
い
が
︑
河
北
定
州
の
七
�
寺
重
円
が
あ
げ
ら
れ
る
︒
本
寺
は
︑
北
周
武
�
の
時
に
破
壞

さ
れ
︑
隋
代
に
重
円
さ
れ
た
︒﹁
隋
重
円
七
�
寺
記
﹂
に
は
︑
寺
再
円
の
た
め
に
出
½
を
依
賴
さ
れ
た
者
と
し
て
︑﹁
;
訶
檀
越
の
�
の
定
州
贊

治
︑
幷
州
總
管
府
戶
曹
參
軍
・
�
陵
人
崔
子
石
︑
�
の
G
甫
下
の
司
錄
・
商
人
の
何
永
康
﹂
が
記
さ
れ
て
い
る
﹇
齊
ª
二
〇
〇
三
︑
九
二
・
九

六
・
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
﹈
︒
何
永
康
は
︑
ソ
グ
ド
人
聚
落
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
G
甫

(G
寶
︑
G
保
)
の
も
と
に
い
た
ソ
グ
ド
商
人
で
︑
司
錄

(書
記
長
�
な
役
割
を
擔
當
﹇
荒
川
一
九
九
八
︑
一
七
〇
頁
﹈)
の
地
位
に
あ
っ
た
︒
こ
こ
か
ら
︑
七
�
寺
は
︑
崔
子
石
と
い
う
定
州
に
本
據
地
を
持

つ
漢
人
豪
族
と
ソ
グ
ド
商
人
が
協
同
で
出
½
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
﹇
齊
ª
二
〇
〇
三
︑
一
〇
八
～
一
一
〇
頁
﹈
︒

ま
た
︑
第
一
違
で
言
�
し
た
涼
州
の
ソ
グ
ド
人
安
忠
敬
が
︑
ソ
グ
ド
人
の
�
獻
法
師
が
屬
す
る
大
雲
寺
重
修
を
荏
�
し
た
こ
と
も
出
½
の
例

に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
︒
さ
ら
に
︑
安
忠
敬
の
墓
碑
銘
﹁
河
西
�
度
副
大
E
鄯
州
都
督
安
公
神
L
碑
銘
幷
序
﹂
に
︑﹁
初
め
甘
州
に
舍
利
沙
多
禪

師
}
り
︒
L
場
の
四
果
な
り
︒
嘗
て
云
え
ら
く
﹁
檀
越
德
は
內
に
閏
ち
︑
神
は
外
に
護
る
︒
⁝
﹂﹂
と
あ
り
︑
安
忠
敬
が
甘
州
の
舍
利
沙
多
禪

師
の
檀
越

(=

施
�
)
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
安
氏
一
族
の
財
力
は
こ
こ
で
も
少
な
か
ら
ず
關
わ
っ
て
い
た
に
É
い
な
い
︒
一
方
︑
寺
院

に
と
っ
て
は
︑
富
裕
な
商
人
は
寺
院
を
荏
え
る
重
�
な
施
�
で
あ
り(32

)
︑
ソ
グ
ド
人
は
歡
Ê
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
︒

(2
)
在
家
ソ
グ
ド
人
に
よ
る
佛
敎
信
仰
の
背
景

で
は
︑
中
國
に
や
っ
て
來
た
在
家
の
ソ
グ
ド
人
が
R
宴
を
0
じ
て
功
德
を
積
ん
だ
り
︑
施
�
と
し
て
佛
典
&
譯
や
寺
院
修
築
な
ど
を
經
濟
�

に
荏
�
す
る
の
は
︑
い
か
な
る
佛
敎
思
想
を
ふ
ま
え
︑
ど
の
よ
う
な
倫
理
觀
に
基
づ
い
た
動
機
・
目
的
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
も
ち
ろ
ん
︑

�
內
地
の
淨
土
信
仰
の
液
行
と
の
關
聯
や
︑
旅
の
安
2
祈
願
な
ど
樣
々
な
理
由
を
總
合
�
に
¼
せ
て
そ
の
背
景
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
︑

こ
こ
で
は
彼
ら
が
商
人
で
あ
る

(あ
っ
た
)
と
い
う
共
0
點
に
基
づ
き
︑
佛
敎
に
お
け
る
商
人
の
位
置
附
け
を
ふ
ま
え
考
察
し
た
い
︒
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佛
敎
で
は
︑
原
始
佛
敎
の
頃
か
ら
在
俗
信
者
の
營
利
¨
求
は
否
定
さ
れ
ず
︑
む
し
ろ
積
極
�
に
�
め
て
い
る
﹇
中
村
一
九
七
二
︑
三
一
〇
～
三

三
六
頁
﹈
︒
中
國
で
液
行
し
た
佛
典
で
も
︑
例
え
ば
﹃
法
華
經
﹄﹁
觀
世
�
菩
G
�
門
品
﹂
に
は
︑
商
人
ら
が
觀
�
の
名
號
を
唱
え
る
こ
と
で
怨

Ë
か
ら
救
濟
さ
れ
る
內
容
が
說
か
れ
︑﹃
維
;
經
﹄
で
は
︑
�
人
公
は
在
家
の
維
;
居
士
で
あ
り
︑
か
つ
商
工
業
者
の
ギ
ル
ド
の
頭
領
・
指
$

者
を
5
味
す
る
﹁
長
者
﹂
と
呼
ば
れ
る
な
ど
﹇
中
村
二
〇
〇
三
︑
一
五
～
一
八
頁
﹈
︑
い
ず
れ
も
商
人
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
て
い
る
︒
中
國
の
よ
う

に
儒
敎
に
も
と
づ
く
農
本
�
義
の
社
會
に
お
い
て
は
︑
佛
敎
が
商
人
の
活
動
を
荏
え
る
役
割
を
擔
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

た
だ
し
︑
佛
敎
は
富
の
增
殖
を
す
す
め
る
が
︑
重
�
な
の
は
︑
そ
の
財
富
を
萬
人
に
享
�
さ
せ
る
こ
と
で
︑
慳
貪
で
あ
る
こ
と
は
戒
め
ら
れ

た
︒
そ
の
點
は
︑﹃
弘
�
集
﹄
(梁
︑
僧
祐
)
や
﹃
法
苑
珠
林
﹄
(�
︑
L
世
)
な
ど
で
も
强
Í
さ
れ
る
な
ど
︑
中
國
佛
敎
で
も
布
施
や
寄
付
の
重

�
性
が
)
識
さ
れ
て
い
た
︒
慳
貪
に
し
て
布
施
な
き
者
は
︑
貧
賤
に
生
ま
れ
︑
あ
る
い
は
三
惡
L
に
墮
す
と
さ
れ
て
お
り
︑
こ
う
し
た
觀
念
の

も
と
に
布
施
・
寄
付
が
な
さ
れ
︑
/
第
に
R
宴
や
寫
經
︑
修
會
や
放
生
︑
さ
ら
に
は
救
貧
救
病
︑
そ
し
て
︑
土
木
救
濟
の
社
會
事
業
へ
と
展
開

し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
﹇
L
端
一
九
八
〇
︑
四
三
～
四
四
頁
﹈
︒
ソ
グ
ド
人
の
寺
院
へ
の
布
施
︑
R
宴
︑
&
經
へ
の
荏
�
も
︑
こ
う
し
た
佛
敎
の
持

つ
經
濟
�
な
倫
理
觀
と
無
關
係
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
︒
商
業
で
蓄
財
し
つ
つ
も
︑
布
施
や
R
宴
な
ど
で
社
會
に
_
元
す
る
こ
と
が
︑
社
會
�
信

賴
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒
�
易
活
動
と
布
施
・
寄
�
は
聯
動
す
る
現
象
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
︑
中
國
各
地
の
佛
敎
~
跡
で
ソ

グ
ド
人
の
寄
�
名
が
度
々
發
見
さ
れ
る
の
も
︑
彼
ら
の
佛
敎
歸
依
を
示
す
と
同
時
に
︑
積
極
�
に
�
易
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
閒
接
�

に
示
し
て
い
る
︒

以
上
の
よ
う
な
經
濟
倫
理
に
加
え
︑
各
地
で
}
力
寺
院
や
僧
侶
と
の
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
た
例
に
つ
い
て
は
︑
在
地
社
會
と
の
關
係
か
ら
も

考
察
す
る
必
�
が
あ
る
︒
ソ
グ
ド
系
の
C
思
�
が
幽
州
憫
忠
寺

(現
北
京
法
源
寺
)
に
無
垢
淨
光
塔
を
円
て
た
例
を
み
て
み
よ
う
︒
こ
の
塔
円

設
に
關
聯
し
て
円
て
ら
れ
た
﹁
憫
忠
寺
寶
塔
頌
﹂
(張
不
矜
�
︑
現
存
)
と
﹁
憫
忠
寺
無
垢
淨
光
塔
銘
﹂
(﹃
2
�
�
﹄
卷
三
六
三
)
の
分
析
を
行
っ

た
尤
李
氏
に
よ
れ
ば
︑
C
思
�
は
︑
營
州
で
は
曹
禪
師
と
い
う
在
地
社
會
に
影
"
力
の
あ
る
僧
侶
と
の
結
び
つ
き
を
も
ち
︑
福
田
事
業
と
し
て

塔
を
円
て
る
5
志
が
あ
っ
た
こ
と
︑
そ
し
て
︑
怨
た
に
幽
州
に
移
っ
て
か
ら
も
同
樣
の
5
圖
の
も
と
に
塔
を
円
て
︑
現
地
勢
力
の
荏
持
を
獲
得
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し
よ
う
と
し
た
と
い
う
﹇
尤
二
〇
〇
九
︑
一
一
二
～
一
一
三
頁
﹈
︒
こ
の
こ
と
は
︑
(1
)
で
言
�
し
た
定
州
の
何
永
康
や
涼
州
の
安
忠
敬
の
例
で
も

あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
︒
地
元
寺
院
や
}
力
僧
侶
と
結
び
つ
く
こ
と
で
︑
そ
れ
ら
を
介
し
て
廣
が
る
在
地
社
會
と
の
結
び
つ
き
も
强
固
に
し
得

た
と
み
ら
れ
る
︒
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
敎
が
イ
ラ
ン
民
族
固
}
の
宗
敎
で
あ
る
た
め
︑
漢
人
に
布
敎
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
對
し(33

)
︑
佛
敎
は
中
國
社
會

に
深
く
根
附
い
て
お
り
︑
寺
院
や
}
力
僧
侶
と
の
結
び
つ
き
は
︑
そ
の
背
後
の
社
會
と
の
つ
な
が
り
や
信
賴
を
獲
得
す
る
助
け
に
な
っ
た
に
É

い
な
い
︒

三
︑
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
宮
中
の
政
治
勢
力

ソ
グ
ド
人
僧
侶
の
中
に
は
︑
E
者
(表
の
9
僧
伽
跋
;
︑
25
般
若
)
︑
國
家
の
支
�
下
で
の
譯
經
や
敕
命
を
受
け
て
祈
�
を
行
う
者
(
3
法
藏
︑

15
不
空
︑
25
般
若
)
︑
戒
や
灌
頂
を
皇
�
等
に
Á
け
る
者
(3
法
藏
︑
15
不
空
)
な
ど
︑
宮
廷
と
關
わ
り
な
が
ら
活
動
す
る
例
も
少
な
く
な
い
︒
本

違
で
は
︑﹁
胡
僧
﹂
と
よ
ば
れ
た
惠
範
を
例
に
擧
げ
︑
ソ
グ
ド
人
が
僧
侶
と
し
て
宮
中
の
政
治
勢
力
と
ど
の
よ
う
な
論
理
の
も
と
に
結
び
つ
く

の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
︒(1

)﹁
胡
僧
﹂
惠
範
と
太
�
公
�

惠
範
は
︑
そ
の
出
自
は
審
ら
か
で
な
く
︑﹁
胡
僧
﹂
と
稱
さ
れ
る
こ
と
が
多
い(34

)
︒
畢
波
氏
は
︑
イ
ン
ド
人
僧
な
ら
ば
﹁
泳
僧
﹂・﹁
天
竺
僧
﹂

と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
︑
惠
範
の
商
業
活
動
︑
そ
の
人
Î
網
か
ら
總
合
し
て
ソ
グ
ド
人
の
後
裔
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
み
る
﹇
畢

二
〇
一
一
︑
二
三
〇
～
二
三
一
頁(35
)

﹈
︒
�
代
の
﹁
胡
﹂
が
ソ
グ
ド
を
指
す
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
森
安
孝
夫
氏
の
硏
究
を
ふ
ま
え
れ

ば(
36
)

︑﹁
胡
僧
﹂
も
ソ
グ
ド
人
僧
の
可
能
性
が
あ
る
︒
た
だ
︑
森
安
氏
は
︑
p
超
が
﹁
胡
﹂
と
す
る
各
地
の
人
閒
の
範
圍
が
︑
ガ
ン
ダ
ー
ラ
︑

バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
︑
カ
シ
ミ
ー
ル
北
東
︑
ギ
ル
ギ
ッ
ト
︑
ト
ハ
リ
ス
タ
ン
の
一
部
︑
焉
耆
に
ま
で
�
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
胡
﹂
に
は
廣
義
の

用
法
が
あ
る
こ
と
に
も
言
�
し
て
い
る
﹇
森
安
二
〇
〇
七
b

(二
〇
一
五
︑
三
九
三
頁
)
﹈
︒
少
な
く
と
も
惠
範
が
廣
義
の
胡
の
地
域
に
ル
ー
ツ
を
持
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つ
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
︑
そ
の
商
才
を
あ
わ
せ
て
考
慮
す
れ
ば
︑
l
に
限
定
し
て
ソ
グ
ド
人
か
バ
ク
ト
リ
ア
人
の
後
裔
と
み
る
の
が

Ï
當
で
あ
ろ
う
︒

惠
範
は
︑
呪
Ð
�
な
能
力
を
も
ち
︑
武
則
天
か
ら
は
﹁
O
僧
﹂
と
稱
さ
れ
﹇﹃
#
野
僉
載
﹄
卷
五
﹈
︑
中
宗
︑
睿
宗
そ
し
て
韋
后
や
太
�
公
�
ら

の
歸
依
も
�
け
た(37

)
︒
な
か
で
も
︑
太
�
公
�
と
の
結
び
つ
き
は
强
く
︑
そ
の
勢
力
擴
張
に
大
い
に
寄
與
し
た
︒
そ
こ
で
︑
惠
範
と
太
�
公
�
と

の
關
わ
り
を
︑
兩
者
の
關
係
が
顯
著
に
み
え
る
神
龍
元

(七
〇
五
)
年
と
先
天
二

(七
一
三
)
年
の
宮
廷
政
變
に
着
目
し
ま
と
め
て
お
こ
う
︒

ま
ず
︑
神
龍
元
年
の
政
變
で
は
︑
武
則
天
の
寵
臣
で
あ
る
張
易
之
兄
弟
が
誅
伐
さ
れ
︑
病
床
に
あ
っ
た
武
則
天
は
中
宗
へ
の
讓
位
を
¯
ら
れ

た
︒
そ
も
そ
も
太
�
公
�
は
張
易
之
の
弟
で
あ
る
張
昌
宗
を
推
薦
し
宮
中
に
入
侍
さ
せ
る
な
ど
︑
張
易
之
兄
弟
と
武
則
天
を
結
ぶ
き
っ
か
け
を

作
っ
た
が
﹇﹃
舊
�
書
﹄
卷
七
八
︑
張
易
之
・
張
昌
宗
傳
﹈
︑
こ
の
政
變
で
は
張
易
之
兄
弟
を
誅
滅
す
る
側
に
立
っ
た
﹇﹃
舊
�
書
﹄
卷
一
八
三
︑
太
�
公

�
傳

；﹃
怨
�
書
﹄
卷
八
三
︑
同
傳
﹈
︒
一
方
︑
こ
の
時
の
惠
範
は
︑﹃
½
治
0
鑑
﹄
卷
二
〇
八

中
宗
神
龍
元
年
條
に
よ
れ
ば
︑

是
れ
よ
り
先
︑
胡
僧
p

(惠
)
範
妖
妄
な
る
を
以
っ
て
權
貴
の
門
に
=
び
︑
張
易
之
兄
弟
と
善
く
し
︑
韋
后
も
亦
た
之
を
重
ん
ず
︒
易
之

の
誅
せ
ら
る
る
に
�
び
︑
復
た
p
範
其
の
謀
に
預
か
る
を
稱
え
︑
功
を
以
っ
て
銀
靑
光
祿
大
夫
を
加
え
ら
れ
︑
Ñ
上
庸
縣
公(38

)
を
賜
り
︑
宮

掖
に
出
入
す
︒
上
は
數
し
ば
Ò
か
に
其
の
舍
に
行
幸
す
︒
﹇
中
華
書
局

六
五
八
五
頁
︒
以
下
︑
怨
舊
�
書
・
﹃
½
治
0
鑑
﹄・﹃
册
府
元
ø
﹄
の
頁
數

は
中
華
書
局
本
の
頁
數
を
示
す
﹈

と
あ
り
︑
惠
範
も
張
易
之
兄
弟
と
親
し
く
結
び
つ
い
て
い
た
が
︑
政
變
で
は
︑
や
は
り
公
�
と
同
樣
に
謀
略
の
一
端
を
擔
っ
た
と
い
う
︒
そ
し

て
︑
そ
の
功
に
よ
り
宮
廷
に
出
入
し
︑
中
宗
か
ら
も
歸
依
さ
れ
る
な
ど
︑
時
勢
を
讀
み
巧
み
に
怨
政
權
と
の
結
び
つ
き
を
獲
得
し
た
︒
中
宗
卽

位
後
は
︑
O
善
寺
の
円
設
に
關
わ
る
事
業
に
參
加
し
た
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
/
の
C
料
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

『�
會
�
﹄
卷
四
八
︑
寺
﹇
上
海
古
籍
出
版
社

九
九
三
頁
﹈

O
善
寺

違
善
坊
︒
神
龍
元
年
二
B
︑
立
て
て
中
興
と
爲
す
︒
二
年
︑
中
宗

武
太
后
の
¨
福
の
爲
に
︑
改
め
て
O
善
寺
と
爲
す
︒
寺
內

の
報
慈
閣
は
︑
中
宗

武
后
の
爲
に
立
つ
る
-
な
り
︒
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『大
宋
僧
C
略
﹄
卷
下

四
五

封
Á
官
秩
﹇
大
正
五
四
︑
二
五
〇
頁
﹈

�
中
宗
神
龍
二
年
︑
O
善
寺
を
R
り
成
る
︒
p

(惠
)
範
・
p
珍
・
法
藏
・
大
行
・
會
寂
・
元
璧
・
仁
方
・
崇
先
・
�
國
九
人
︑
五
品
を

加
え
ら
れ
︑
竝
び
に
#
散
大
夫
・
縣
公
と
す
︒
�
室
・
器
用
・
料
物
は
一
に
正
員
官
の
如
く
給
せ
ら
る
︒
大
宴
を
修
む
る
の
功
を
以
っ
て

な
り
︒
Õ
い
で
p
範
に
正
議
大
夫
・
上
庸
郡
公
・
O
善
寺
�
を
加
え
︑
銀
靑
光
祿
大
夫
に
至
り(39

)
︑
俸
料
・
�
閤
一
事
已
上
は
職
官
に
同
じ

く
給
す
︒
印
た
安
樂
寺
�
僧
萬
歲
は
#
散
大
夫
を
加
え
ら
れ
︑
縣
公
に
封
じ
ら
れ
︑
O
善
寺
都
維
«
と
し
︑
俸
祿
も
亦
た
職
官
に
同
じ
く

給
せ
ら
る
︒
營
宴
成
る
を
以
っ
て
な
り
︒

『�
會
�
﹄
に
よ
れ
ば
︑
O
善
寺
は
洛
陽
城
の
違
善
坊
に
あ
り
︑
怨
た
に
円
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
︑
神
龍
元

(七
〇
五
)
年
創
円
の
中
興

寺
を
改
名
し
た
も
の
で
︑
報
慈
閣
が
寺
內
に
增
築
さ
れ
た
と
い
う
︒﹃
大
宋
僧
C
略
﹄
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
事
業
に
は
︑
惠
範
ら
九
名
の
僧
侶
が

關
わ
り
︑
五
品
を
賜
っ
て
い
る
︒
こ
の
と
き
法
藏

(表
の
3
)
も
名
を
聯
ね
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
惠
範
に
は
同
寺
の
寺
�
の
地
位
が
與
え
ら
れ

て
い
る
が
︑
そ
の
就
任
の
背
景
に
︑﹃
舊
�
書
﹄
卷
一
八
三
︑
太
�
公
�
傳

(四
七
三
九
頁
)
に
︑﹁
(太
�
)
公
�
之

(惠
範
)
と
私
し
︑
奏
し

て
O
善
寺
�
と
爲
し
︑
三
品
を
加
え
︑
公
に
封
ず
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
太
�
公
�
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
︒
と
こ
ろ
で
︑
就
任
時
+
は
不
�
だ

が
︑
惠
範
は
中
天
・
西
�
寺
の
寺
�
に
も
就
い
て
お
り(40

)
︑
洛
陽
だ
け
で
な
く
西
�
寺
の
よ
う
な
長
安
の
大
寺
院
も
お
さ
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
︒
だ
が
︑
權
力
を
笠
に
き
た
橫
暴
に
よ
り
惠
範
は
彈
云
さ
れ
︑
中
宗
は
や
む
を
得
ず
銀
靑
光
祿
大
夫
を
剝
奪
し
た
﹇
﹃
怨
�
書
﹄
卷
八
三
︑
太

�
公
�
傳(41
)

﹈
︒
た
だ
︑
實
際
は
太
�
公
�
の
お
か
げ
で
大
し
た
咎
め
を
�
け
る
こ
と
は
な
く
︑
睿
宗
+
も
兩
者
の
勢
力
が
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
﹇
濱
田
一
九
八
九
︑
七
一
～
七
四
頁
﹈
︒

太
�
公
�
と
惠
範
の
勢
力
伸
張
は
︑
先
天
二
年
の
政
變
に
お
い
て
玄
宗
が
太
�
×
�
派
を
打
倒
し
た
こ
と
に
よ
り
Ø
止
符
が
打
た
れ
た
︒
そ

の
時
の
公
�
£
の
人
�
Ù
成
は
/
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

『舊
�
書
﹄
卷
七
︑
睿
宗
本
紀
﹇
一
六
一
～
一
六
二
頁
]

(先
天
二
年
)
秋
七
B
甲
子
︑
太
�
公
�
僕
射
竇
懷
貞
・
侍
中
岑
羲
・
中
書
令
蕭
至
忠
・
左
羽
林
大
將
軍
常
元
楷
等
と
謀
Ü
す
る
も
︑
事
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覺あ
ら
わ

れ
︑
皇
�
兵
を
à
い
之
を
誅
す
︒
其
の
黨
與
を
窮
め
︑
太
子
少
保
薛
稷
・
左
散
騎
常
侍
賈
膺
福
・
右
羽
林
將
軍
李
慈
・
李
欽
・
中
書

舍
人
李
°
・
中
書
令
崔
湜
・
尙
書
左
丞
盧
藏
用
・
太
C
令
傅
孝
忠
・
僧
惠
範
等
は
皆
之
を
誅
す
︒

傍
線
部
分
よ
り
︑
惠
範
も
公
�
派
で
あ
る
こ
と
を
確
)
で
き
る
︒
惠
範
以
外
の
公
�
£
と
し
て
1
目
さ
れ
る
の
は
︑
薛
稷
・
賈
膺
福
・
崔

湜
・
盧
藏
用
で
あ
る
︒
彼
ら
は
︑
景
龍
元

(七
〇
七
)
年
に
始
ま
る
﹃
佛
說
示
-
犯
者
瑜
伽
法
鏡
經
﹄
の
&
譯
に
︑﹁
詳
定
﹂
と
し
て
參
加
し

て
い
る
﹇
池
田
一
九
九
〇
︑
二
八
四
頁

；

蘇
一
九
九
七
︑
一
三
〇
～
一
三
一
頁
﹈
︒
本
經
典
は
三
階
敎
の
僞
經
と
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
譯
場
に
公
�
£

が
多
數
參
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑
公
�
£
が
三
階
敎
の
荏
持
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
︒
蘇
瑤
崇
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
當
時

の
三
階
敎
は
︑
膨
大
な
½
金
・
½
產
を
持
っ
て
お
り
︑
敎
團
は
公
�
£
を
經
濟
�
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
武
則
天

政
權
も
三
階
敎
の
�
度
寺
無
盡
藏
が
も
つ
經
濟
力
や
三
階
敎
の
社
會
・
民
衆
に
對
す
る
影
"
力
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
お
り
︑
公
�
£
の
一
人

で
あ
る
賈
膺
福
も
こ
れ
に
關
與
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
﹇
黃
二
〇
一
二
﹈
︒
そ
し
て
太
�
公
�
自
身
も
︑
寺
院
の
も
つ
經
濟
力
に
强
い
關
心

を
も
っ
て
お
り
︑
例
え
ば
︑
碾
磑
の
-
}
を
â
り
寺
院
と
爭
う
こ
と
も
あ
っ
た
﹇﹃
舊
�
書
﹄
卷
九
八
︑
李
元
紘
傳
︑
三
〇
七
三
頁
﹈
︒
大
き
な
經
濟

力
を
}
し
て
い
た
佛
寺
の
取
り
ã
み
は
太
�
公
�
の
權
力
基
盤
を
强
固
に
す
る
う
え
で
重
�
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
︑
惠
範
を
O
善
寺
寺
�
の
地

位
に
推
し
た
の
も
︑
彼
を
介
し
大
寺
院
を
掌
握
す
る
5
圖
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
太
�
公
�
は
︑
惠
範
な
ど
の
僧
侶
や
寺
院
︑

さ
ら
に
は
三
階
敎
を
取
り
ã
み
勢
力
を
擴
張
し
て
い
っ
た
︒
そ
し
て
︑
/
に
み
る
よ
う
に
惠
範
の
人
�
つ
な
が
り
を
含
め
ば
︑
太
�
公
�
の
勢

力
は
さ
ら
に
ソ
グ
ド
人
に
も
廣
が
っ
て
い
く
こ
と
が
確
)
さ
れ
る
︒

(2
)
惠
範
と
ソ
グ
ド
人

①

惠
範
と
共
に
活
動
し
た
ソ
グ
ド
人

ま
ず
︑
�
初
の
例
は
法
藏
で
あ
る
︒
太
�
公
�
や
惠
範
が
關
與
し
た
神
龍
の
政
變
に
は
︑
第
一
違
で
営
べ
た
よ
う
に
法
藏
も
協
力
し
て
い
た
︒

さ
ら
に
法
藏
は
︑
�
�
で
み
た
よ
う
に
政
變
³
年
の
O
善
寺
事
業
に
も
惠
範
ら
と
參
加
し
て
い
た
こ
と
が
確
)
さ
れ
る
︒
つ
ま
り
惠
範
と
法
藏
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は
︑
當
初
︑
武
則
天
に
つ
い
て
い
た
が
︑
神
龍
の
政
變
や
O
善
寺
の
事
業
で
は
共
に
中
宗
側
に
つ
い
て
お
り
︑
時
勢
を
讀
み
怨
政
權
と
巧
み
に

結
び
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

ま
た
︑
本
違

(1
)
で
揭
げ
た
﹃
大
宋
僧
C
略
﹄
に
よ
れ
ば
︑
惠
範
が
O
善
寺
の
寺
�
に
就
い
た
際
︑
同
寺
の
都
維
«
に
は
萬
歲
と
い
う
僧

侶
が
就
任
し
て
お
り
︑
こ
れ
が
ソ
グ
ド
人
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
根
據
は
︑
龍
門
石
窟
附
�
出
土
の
ソ
グ
ド
人
安
思
泰
が
奉

�
し
た
石
塔
に
あ
る
︒
石
塔
左
右
側
面
に
は
︑﹁
大
周
å
圖
銘
竝
序
﹂
と
﹃
佛
說
續
命
經
﹄
と
が
刻
ま
れ
︑
序
の
�
後
に
﹁
長
安
三
年
歲
/
癸

卯
九
B
庚
寅
朔
二
十
日
安
思
泰
R
å
圖
一
-
︑
爲
七
世
先
©
敬
R
﹂
と
あ
り
︑
安
思
泰
が
長
安
三

(七
〇
三
)
年
に
先
祖
供
養
の
た
め
に
R
っ

た
こ
と
が
わ
か
る(42

)
︒
萬
歲
の
名
は
こ
の
塔
の
背
面
に
あ
り
︑
こ
れ
が
O
善
寺
の
萬
歲
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る(43

)
︒
そ
こ
に
は
︑
ま
ず
麟

德
二

(六
六
五
)
年
八
B
死
©
の
﹁
祖
婆
康
氏
﹂
と
上
元
二

(六
七
五
)
年
五
B
死
©
の
﹁
祖
父
俱
子
﹂
を
︑﹁
父
德
政
﹂
と
そ
の
息
子
に
あ
た

る
五
人
の
﹁
孫
男
﹂
が
︑﹁
洛
州
河
南
縣
龍
門
b
孫
村
西
二
里
﹂
に
埋
葬
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
︑
續
い
て
︑﹁
父
德
政
﹂
が
垂
拱
三

(六
八
七
年
)

年
七
B
七
日
に
︑﹁
母
尹
氏
﹂
が
長
安
元

(七
〇
一
)
年
十
一
B
二
十
九
日
に
©
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
萬
歲
の
名
は
﹁
孫
男
﹂

の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
︒
萬
歲
の
活
動
場
-
が
洛
陽
で
あ
り
︑
活
動
時
+
も
重
な
る
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
が
O
善
寺
の
萬
歲
で
あ
る
蓋
然
性
は

高
い(

44
)

︒
萬
歲
の
祖
父
と
父
德
政
に
は
姓
の
記
載
が
無
く
︑
母
尹
氏
は
漢
人
と
み
ら
れ
る
が
︑
祖
婆
が
康
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
萬
歲
は
ソ
グ
ド

系
の
液
れ
を
く
む
人
物
と
い
え
る(45

)
︒
つ
ま
り
︑
O
善
寺
は
︑
惠
範
と
萬
歲
と
い
う
ソ
グ
ド
系
の
僧
侶
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒

在
家
の
例
で
は
︑
本
違

(1
)
で
言
�
し
た
﹃
佛
說
示
-
犯
者
瑜
伽
法
鏡
經
﹄
&
譯
に
︑﹁
譯
語
﹂
と
し
て
參
加
し
た
﹁
大
首
領
安
:
;
﹂

が
あ
げ
ら
れ
る
﹇
中
田
二
〇
一
二
︑
一
二
〇
～
一
二
一
頁
﹈
︒
本
經
典
は
僞
經
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
安
:
;
の
﹁
譯
語
﹂
が
實
質
�
な
も
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
殘
る
︒
さ
ら
に
︑
こ
の
&
譯
の
﹁
詳
定
﹂
に
は
薛
稷
・
賈
膺
福
・
崔
湜
・
盧
藏
用
ら
公
�
£
が
名
を
聯
ね
て
い
た
こ
と

か
ら
︑
安
:
;
は
こ
れ
ら
と
聯
携
關
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒
よ
っ
て
︑
安
:
;
は
同
じ
公
�
£
の
惠
範
と
も
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
︒
ま
た
︑
公
�
£
の
賈
膺
福
が
關
わ
っ
た
他
の
&
經
事
業
に
は
︑
法
藏
も
參
加
す
る
な
ど
﹇
池
田
一
九
九
〇
︑
二
四
六
～
二
四

七
頁

；

黃
二
〇
一
二
︑
二
八
九
～
二
九
一
頁
﹈
︑
惠
範
を
含
む
彼
ら
が
武
則
天
・
中
宗
・
睿
宗
+
の
佛
敎
界
を
牽
引
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
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以
上
に
加
え
︑
七
〇
八
年
に
は
僧
伽

(表
の
1
)
が
宮
中
に
招
Y
さ
れ
て
お
り
︑
中
宗
復
位
後
の
數
年
閒
で
︑
惠
範
を
は
じ
め
と
す
る
ソ
グ
ド

人
が
都
に
集
ま
り
︑
直
接
・
閒
接
�
に
結
び
つ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
︒

②

惠
範
の
-
屬
寺
院
と
ソ
グ
ド
人

惠
範
が
寺
�
を
務
め
た
三
寺
の
う
ち
︑
西
�
・
O
善
の
二
寺
は
共
に
長
安
・
洛
陽
城
內
の
西
市
あ
る
い
は
南
市
�
く
に
位
置
す
る
︒
こ
の
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
︒
ソ
グ
ド
人
墓
誌
を
中
心
と
す
る
文
獻
史
料
か
ら
︑
西
市
・
南
市
周
邊
は
い
ず
れ
も
ソ
グ
ド
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
場
-
に
該
當
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
﹇
榮
二
〇
〇
一
︑
七
六
～
九
〇
頁

；

福
島
二
〇
一
四
︑
一
四
四
～
一
五
二
頁
﹈
︒

ま
ず
︑
西
�
寺
は
︑
長
安
城
西
街
の
西
市
の
東
南
に
あ
る
X
康
坊
に
位
置
す
る
︒
西
市
に
は
ソ
グ
ド
商
人
や
ペ
ル
シ
ア
商
人
が
o
來
し
︑
周

邊
の
坊
に
は
ソ
グ
ド
人
の
邸
宅
が
多
く
存
在
し
て
い
た
﹇
妹
尾
一
九
八
四
︑
二
〇
～
二
一
頁

；

榮
二
〇
〇
一
︑
八
二
～
八
五
頁

；

畢
二
〇
一
一
︑
二
二
四

～
二
二
九
頁
﹈
︒
西
�
寺
に
は
︑
不
空
が
得
度
)
可
を
求
め
た
ソ
グ
ド
姓
の
八
名
の
う
ち
三
名
が
-
屬
し
て
い
た

(表
の
19
～
21
)
︒
ま
た
︑﹃
太

�
廣
記
﹄
卷
四
〇
二
︑
寶
部
︑
靑
泥
珠
に
は
︑
西
�
寺
に
や
っ
て
來
た
胡
人
に
︑
僧
侶
が
靑
泥
珠

(西
國
よ
り
獻
ぜ
ら
れ
た
珍
寶
︒
武
則
天
が
こ
の

僧
に
施
し
た
)
を
賣
る
な
ど
﹇
石
田
一
九
六
七
︑
二
一
八
～
二
二
〇
頁
﹈
︑
僧
侶
と
胡
商
の
寺
院
に
お
け
る
取
引
の
樣
子
が
描
か
れ
て
い
る
︒
西
�

寺
は
ソ
グ
ド
人
を
含
む
外
來
商
人
の
�
液
の
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒

い
っ
ぽ
う
︑
O
善
寺
の
位
置
す
る
違
善
坊
は
︑
洛
陽
城
の
南
市
の
東
南
に
あ
る
︒
南
市
の
周
邊
に
は
ソ
グ
ド
人
が
集
�
し
て
い
た
︒
ま
た
︑

南
市
�
び
周
邊
の
坊
に
は
祆
祠
が
あ
り
︑
祆
敎
を
信
仰
す
る
ソ
グ
ド
人
も
存
在
し
た
﹇
榮
二
〇
〇
一
︑
八
五
～
八
八
頁
﹈
︒
一
方
で
︑
龍
門
石
窟
の

第
一
四
一
〇
窟
の
傍
に
刻
ま
れ
て
い
る
﹁
南
市
香
行
社
社
人
等
R
宴
記
﹂
(六
八
九
年
)
か
ら
︑
南
市
を
據
點
に
香
藥
を
�
う
香
行
社
と
い
う
ギ

ル
ド
が
あ
り
︑
そ
こ
に
ソ
グ
ド
商
人
も
含
ま
れ
︑
彼
ら
が
佛
敎
も
信
仰
對
象
に
し
て
い
た
こ
と
が
確
)
さ
れ
る(46

)
︒
香
藥
は
佛
敎
儀
禮
や
佛
事
の

莊
嚴
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
︑
洛
陽
の
よ
う
に
佛
敎
が
盛
ん
な
都
市
で
は
︑
寺
院
が
大
量
に
香
藥
を
ç
費
し
て
い
た
と
み
ら
れ
︑
香
行
社
が
あ

る
こ
と
は
自
然
な
事
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
ソ
グ
ド
人
が
香
藥
を
�
易
品
と
し
て
取
り
�
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
﹇
吉
田
一
九
九
七
︑
二
二
九
頁

；

二

〇
一
一
︑
六
一
～
六
二
頁
﹈
︑
香
行
社
に
ソ
グ
ド
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
︒
彼
ら
と
周
邊
の
寺
院
と
の
閒
で
商
賣
上
あ
る
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い
は
信
仰
上
の
何
ら
か
の
�
液
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
以
上
よ
り
惠
範
に
と
っ
て
西
�
・
O
善
の
二
寺
は
︑
そ
の
周
邊
に
居
�
あ
る

い
は
o
來
す
る
ソ
グ
ド
人
と
�
液
を
持
ち
う
る
兩
都
に
お
け
る
重
�
據
點
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

(3
)
惠
範
の
�
易
活
動

惠
範
が
�
易
に
も
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
︑
陳
金
華
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
陳
二
〇
〇
四
︑
五
〇
三
～
五
〇
五
頁
﹈
︒
陳
氏
が
根
據
に
し

た
﹃
舊
�
書
﹄
卷
一
八
三
︑
太
�
公
�
傳
の
記
事
を
揭
げ
て
み
よ
う
︒

胡
僧
惠
範
}
り
︑
家
は
財
寶
に
富
み
︑
善
く
權
貴
に
事
え
︑
公
�
之
と
私
し
︑
奏
し
て
O
善
寺
�
と
爲
し
︑
三
品
を
加
え
︑
公
に
封
ず
︒

殖
貨
江
・
劍
に
液
る
︒
⁝
﹁
中
略
﹂
⁝
公
�
遽
に
山
寺
に
入
り
︑
數
日
に
し
て
方
め
て
出
で
︑
死
を
家
に
賜
る
︒
公
�
諸
子
�
び
黨
與

の
死
者
數
十
人
︒
其
の
家
を
籍
す
る
に
︑
財
貨
山
積
し
︑
珍
奇
寶
物
御
府
に
侔
し
く
︑
馬
牧
・
羊
牧
・
田
園
・
質
庫

數
年
徵
斂
す
る
も

盡
き
ず
︒
惠
範
の
家
產
も
亦
た
數
十
萬
貫
な
り
︒
﹇
四
七
三
九
～
四
七
四
〇
頁
﹈

傍
線
の
﹁
殖
貨

江
・
劍
に
液
る
﹂
よ
り
︑
惠
範
の
財
貨
を
增
や
す
活
動
は
長
江
液
域
お
よ
び
四
川
地
域
一
帶

(つ
ま
り
︑
吳
・
蜀
)
に
�
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
陳
氏
は
︑
武
則
天
の
寵
臣
の
張
易
之
が
蜀
商
と
結
び
つ
き(47

)
︑
惠
範
自
身
も
張
易
之
と
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
か

ら
︑
惠
範
に
は
蜀
商
と
の
密
切
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
す
る
﹇
陳
二
〇
〇
四
︑
五
〇
三
～
五
〇
四
頁
﹈
︒
こ
れ
に
關
聯
し
て
畢
波
氏
は
さ
ら
に
四

川
に
お
け
る
ソ
グ
ド
商
人
の
活
潑
な
活
動
を
ふ
ま
え
︑
惠
範
は
胡
人
と
し
て
北
方
地
域
お
よ
び
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
活
'
す
る
ソ
グ
ド
商
人
と
つ

な
が
り
を
持
ち
得
た
だ
け
で
な
く
︑
兩
京
地
區
や
四
川
地
域
な
ど
廣
大
な
ê
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
}
し
て
い
た
と
み
て
い
る
﹇
畢
二
〇
一
一
︑

二
三
一
頁
﹈
︒
第
一
違
で
営
べ
た
よ
う
に
︑
ソ
グ
ド
人
の
活
動
が
四
川
や
長
江
液
域
に
�
ん
で
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
︑
長
安
・
洛
陽
か
ら

吳
・
蜀
へ
と
X
び
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
荏
持
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
︒﹁
中
略
﹂
に
續
く
部
分
に
お
い
て
︑
政
變
後
に
死
を
賜
っ
た
太
�

公
�
の
も
と
か
ら
沒
收
さ
れ
た
珍
奇
寶
物
が
御
府
に
¿
敵
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
の
も
︑
惠
範
の
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
荏
え
ら

れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
︒
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惠
範
の
﹁
殖
貨
﹂
の
方
法
と
し
て
︑
筆
者
は
/
の
﹃
舊
�
書
﹄
の
一
�
に
1
目
し
た
い
︒

時
に
僧
惠
範

太
�
公
�
の
權
勢
を
恃
み
︑
百
姓
の
店
・
肆
を
n
奪
す
る
も
︑
州
・
縣

理
す
る
能
は
ず
︒
﹇
﹃
舊
�
書
﹄
卷
一
〇
一
︑
薛
登
傳

三
一
四
一
頁
﹈

惠
範
は
︑
太
�
公
�
の
權
勢
を
背
景
に
︑﹁
店
・
肆
﹂
を
無
理
や
り
奪
取
し
て
い
た
︒
こ
れ
は
第
一
違
で
営
べ
た
富
寺
に
よ
る
邸
店
µ
¼
の
典

型
で
あ
ろ
う
︒﹁
店
・
肆
﹂
は
︑
荒
川
正
晴
氏
に
よ
れ
ば
︑
長
安
・
洛
陽
を
中
心
に
︑
四
方
の
�
�
驛
L
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
よ
う
に
お
か
れ
商

旅
に
供
し
て
お
り
︑
さ
ら
に
�
�
驛
L
上
に
あ
っ
た
ソ
グ
ド
人
の
コ
ロ
ニ
ー
の
�
置
が
同
じ
く
�
�
驛
L
上
に
點
在
す
る
﹁
店
﹂
の
廣
が
り
と

槪
ね
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
店
﹂
は
漢
人
ば
か
り
で
な
く
︑
ソ
グ
ド
商
人
の
活
動
に
と
っ
て
も
不
可
缺
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
と
い
う
︒
し
か
も
︑
�
內
地
に
本
貫
を
}
す
る
ソ
グ
ド
人
が
商
胡
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
﹁
店
﹂
を
設
置
す
る
例
も
あ
る
な
ど
ソ

グ
ド
人
が
經
營
す
る
店
も
珍
し
く
な
か
っ
た
﹇
荒
川
二
〇
一
〇
︑
三
七
八
～
三
八
四
頁(48
)

﹈
︒
す
な
わ
ち
︑
惠
範
は
︑
吳
・
蜀
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

持
ち
︑
西
�
寺
や
O
善
寺
の
よ
う
な
都
市
の
大
寺
院
を
お
さ
え
た
こ
と
に
加
え
︑﹁
店
・
肆
﹂
を
確
保
す
る
こ
と
で
︑
そ
こ
に
來
る
ソ
グ
ド
人

を
は
じ
め
と
す
る
商
人
と
�
易
を
行
う
な
ど
富
商
さ
な
が
ら
の
活
動
を
行
い
利
を
得
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る(49

)
︒

と
こ
ろ
で
︑
以
上
の
よ
う
に
惠
範
が
都
か
ら
離
れ
た
吳
・
蜀
の
地
と
つ
な
が
り
を
も
ち
︑
さ
ら
に
ソ
グ
ド
人
と
結
び
つ
き
︑
宮
中
と
の
パ
イ

プ
を
持
つ
點
に
お
い
て
︑
同
じ
く
﹁
胡
僧
﹂
と
呼
ば
れ
た
不
空(50

)
の
活
動
と
そ
の
人
�
な
つ
な
が
り
に
お
け
る
類
似
性
が
1
目
さ
れ
る
︒
不
空
は

ê
人
と
し
て
の
側
面
は
見
え
な
い
も
の
の
︑
都
か
ら
離
れ
た
涼
州
と
の
强
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
も
ち
︑
さ
ら
に
ソ
グ
ド
系
の
人
々
を
取
り
ã
み

な
が
ら
︑
宦
官
と
も
結
び
つ
き
︑
そ
の
政
治
�
擡
頭
を
促
し
︑
自
ら
も
相
乘
�
に
長
安
佛
敎
界
に
擡
頭
し
た
﹇
中
田
二
〇
〇
七
﹈
︒﹁
胡
僧
﹂
と

宮
中
政
治
勢
力
と
の
結
合
は
︑
惠
範
だ
け
の
特
殊
事
例
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒

(4
)
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
宮
中
政
治
勢
力
と
の
結
合
關
係

以
上
を
ふ
ま
え
︑
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
宮
中
の
政
治
勢
力
が
結
び
つ
く
背
景
を
考
察
し
て
み
た
い
︒
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�
代
に
限
ら
ず
僧
侶
は
︑
皇
�
や
宮
中
の
人
々
の
た
め
に
︑
祈
�
・
祈
雨
の
實
施
や
佛
敎
�
諸
知
識
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
︑
戒
や
灌
頂

を
Á
け
る
な
ど
︑
宗
敎
�
權
威
を
付
與
し
う
る
特
殊
な
存
在
で
も
あ
っ
た
︒
も
と
は
藥
賣
り
で
あ
っ
た
薛
懷
義
が
︑
僧
侶
に
な
る
こ
と
で
︑
武

則
天
の
�
く
に
侍
り
︑
佛
敎
に
基
づ
く
政
治
活
動
を
0
じ
て
武
則
天
の
權
威
附
け
に
貢
獻
す
る
ほ
ど
の
重
責
を
擔
う
に
至
っ
た
の
も
︑
僧
形
で

あ
る
こ
と
の
重
�
性
を
物
語
っ
て
い
る
︒
ソ
グ
ド
人
が
︑
中
國
で
安
定
し
た
經
濟
活
動
を
行
う
に
は
︑
權
力
の
庇
護
下
に
入
る
こ
と
が
確
實
で

あ
ろ
う
︒
そ
の
點
に
お
い
て
︑
權
力
側
に
宗
敎
�
權
威
を
提
供
し
う
る
僧
侶
で
あ
る
こ
と
は
︑
彼
ら
を
引
き
附
け
る
上
で
大
い
に
役
立
っ
た
に

É
い
な
い
︒
惠
範
が
呪
Ð
に
長
け
て
い
た
と
い
う
點
も
︑
世
俗
權
力
を
引
き
附
け
る
重
�
な
�
素
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る(51

)
︒

そ
し
て
︑
宮
中
の
政
治
勢
力
と
ソ
グ
ド
人
僧
侶
と
が
結
び
つ
く
背
景
に
は
︑
さ
ら
に
經
濟
�
な
理
由
も
存
在
し
て
い
た
︒
太
�
公
�
と
惠
範

の
例
で
い
え
ば
︑
惠
範
は
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
公
�
の
權
力
の
傘
下
に
入
る
こ
と
で
樣
々
な
í
宜
を
得
て
�
易
活
動
を
展
開
し
︑
一
方
の
公
�

は
︑
そ
の
財
力
に
象
.
さ
れ
る
よ
う
に
︑
惠
範
の
持
つ
樣
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
0
じ
經
濟
�
な
恩
惠
を
享
�
し
て
い
た
︒
兩
者
は
︑
佛
敎
を

介
し
た
互
惠
關
係
の
も
と
に
結
び
つ
い
た
一
つ
の
勢
力
と
な
り
︑
宮
廷
に
お
け
る
脅
威
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

お

わ

り

に

本
稿
で
み
た
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
�
容
の
事
例
に
卽
し
て
︑
筆
者
な
り
に
中
國
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
﹁
改
宗
﹂
の
背
景
を
ま
と
め
て
み

た
い
︒
ま
ず
︑
ソ
グ
ド
人
に
と
っ
て
出
家
と
は
︑
當
時
の
寺
院
の
社
會
�
影
"
力
や
經
濟
�
實
力
を
考
え
れ
ば
︑
世
俗
の
榮
:
に
比
º
し
う
る

出
世
の
方
法
で
あ
り
︑
社
會
�
な
地
位
の
獲
得
に
0
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
一
方
︑
在
家
の
ソ
グ
ド
人
に
は
︑
各
々
の
財
力
を
背
景
に
施
�
と

し
て
寺
院
や
僧
侶
の
荏
�
を
行
う
も
の
が
お
り
︑
そ
こ
に
は
佛
敎
に
基
づ
く
經
濟
倫
理
も
少
な
か
ら
ず
影
"
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

寺
院
や
僧
侶
と
の
結
び
つ
き
は
︑
そ
の
背
後
に
廣
が
る
在
地
社
會
と
の
結
び
つ
き
や
人
々
の
信
賴
獲
得
と
い
う
點
も
5
識
さ
れ
て
い
た
︒

以
上
の
よ
う
な
寺
院
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
に
加
え
︑
ソ
グ
ド
人
の
活
動
の
場
は
宮
中
に
も
伸
び
て
い
た
︒
�
�
î
+
は
︑
皇
后
や
公
�
と

惠
範
や
法
藏
等
が
結
び
つ
き
︑
�
後
î
+
は
拙
稿
で
営
べ
た
よ
う
に
︑
怨
た
に
勢
力
を
伸
張
す
る
宦
官
と
不
空
や
般
若
等
が
結
び
つ
い
て
い
た
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﹇
中
田
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
一
﹈
︒
つ
ま
り
︑
�
代
の
�
î
・
後
î
を
問
わ
ず
︑
ソ
グ
ド
系
の
僧
侶
が
︑
都
の
大
寺
院
に
據
點
を
置
き
︑
宮
中
の
政

治
勢
力
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
女
性
や
宦
官
と
い
う
儒
敎
�
價
値
觀
の
世
界
で
は
そ
の
權
力
の
正
當
性
を
擔
保
で
き
な
い
政
治
勢

力
に
と
っ
て
︑
武
則
天
が
積
極
�
に
佛
敎
を
利
用
し
皇
�
位
を
�
ち
取
っ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
︑
佛
敎
が
彼
ら
を
權
威
附
け
︑
政
治
の

表
舞
臺
へ
と
後
押
し
す
る
役
割
を
擔
っ
て
い
た
︒
ソ
グ
ド
人
は
そ
う
し
た
佛
敎
の
特
質
を
ふ
ま
え
︑
政
治
�
な
戰
略
の
も
と
僧
侶
と
し
て
宮
中

の
政
治
勢
力
と
結
合
し
︑
そ
の
庇
護
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
︒
さ
ら
に
︑
公
�
と
結
合
し
︑
そ
の
庇
護
下
で
經
濟
活
動
を
展
開
し
た

惠
範
の
例
の
よ
う
に
︑
經
濟
�
な
戰
略
が
あ
っ
た
こ
と
も
)
め
ら
れ
る
︒
以
上
よ
り
︑
ソ
グ
ド
人
の
中
國
に
お
け
る
佛
敎
﹁
改
宗
﹂
に
は
︑
生

存
戰
略
と
し
て
の
側
面
︑
あ
る
い
は
政
治
・
經
濟
�
利
益
を
見
ã
ん
だ
�
體
�
な
側
面
も
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

�
後
に
課
題
を
営
べ
て
お
き
た
い
︒
吉
田
豐
氏
は
中
國
在
�
の
ソ
グ
ド
人
に
よ
る
ソ
グ
ド
語
佛
典
の
&
譯
・
書
寫
に
關
し
て
︑﹁
そ
れ
を
可

能
に
し
た
人
口
や
財
力
の
規
模
︑
ソ
グ
ド
人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
﹂
﹇
吉
田
二
〇
一
五
︑
四
四
頁
﹈
と

い
う
問
題
提
�
を
し
て
い
る
︒
筆
者
は
か
つ
て
不
空
や
般
若
の
佛
敎
活
動
を
荏
え
た
複
合
�
な
人
Î
網
に
つ
い
て
檢
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が

﹇
中
田
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
一
﹈
︑
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
活
動
の
バ
ッ
ク
に
あ
る
組
織
�
な
基
盤
の
存
在
を
推
定
し
そ
れ
を
捉
え
よ
う
と
す
る
點
に
お

い
て
吉
田
氏
と
關
心
を
一
に
す
る
︒
本
稿
で
も
︑
寺
院
に
入
っ
た
ソ
グ
ド
人
や
宮
中
と
結
び
つ
い
た
ソ
グ
ド
人
に
つ
い
て
︑
個
々
の
背
後
の
經

濟
�
基
盤
に
言
�
は
し
た
が
︑
吉
田
氏
が
想
定
す
る
よ
う
な
ソ
グ
ド
語
佛
典
&
譯
に
關
わ
っ
た
ソ
グ
ド
人
た
ち
も
含
む
2
體
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
�
ら
か
に
出
來
て
い
な
い
︒
そ
し
て
︑
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
の
可
能
性
も
考
慮
す
れ
ば
︑
ソ
グ
ド
人
・
宮
中
・
寺
院
は
極
め
て
複

雜
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
︒
今
後
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
Ù
R
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
︑
2
體
と
し
て
の
ソ
グ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
Ù
R
の
}
り
樣
を
檢
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
︒
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!(1
)

�
一
九
九
四
︑
齊
ª
一
九
九
八
・
二
〇
〇
三
︑
陳
二
〇
〇
二
︑
尤

二
〇
一
〇
な
ど
︒
ソ
グ
ド
語
佛
典
の
解
讀
か
ら
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
信

仰
の
實
態
に
¯
る
も
の
と
し
て
︑
吉
田
一
九
九
七
︑
二
〇
〇
七
︑
二

〇
一
一
︑
二
〇
一
五
︑
Y
oshida
2013
等
が
あ
る
︒
こ
れ
以
外
に

も
︑
吉
田
一
九
九
七
・
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
一
の
�
獻
目
錄

(一
九

九
七
︑
二
四
七
～
二
四
八
頁

；

二
〇
〇
七
︑
八
六
～
八
七
頁

；
二
〇

一
一
︑
七
七
・
一
一
八
頁
)
に
あ
る
吉
田
氏
の
硏
究
も
あ
わ
せ
て
參

照
さ
れ
た
い
︒

(2
)

張
二
〇
〇
六
︑
一
一
五
～
一
二
三
頁
︑﹃
炳
靈
寺
石
窟
﹄
�
凡
社
︑

一
九
八
六
︑
二
八
八
頁
︑
森
部
二
〇
一
〇
︑
三
九
～
五
六
頁
な
ど
︒

ま
た
︑
洛
陽
で
は
︑
墓
誌
か
ら
も
ソ
グ
ド
人
佛
敎
徒
の
存
在
が
確
)

さ
れ
て
い
る
﹇
毛
二
〇
一
四
︑
九
〇
頁
﹈︒

(3
)

例
え
ば
︑
ソ
グ
ド
人
の
佛
敎
信
仰
を
︑
彼
ら
の
冥
界
觀
な
ど
か
ら

も
理
解
す
る
こ
と
が
重
�
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
﹇
荒
川
二

〇
一
三
﹈︒

(4
)

中
國
の
ソ
グ
ド
人
が
祆
敎
・
佛
敎
雙
方
を
柔
軟
に
信
仰
す
る
事
例

も
あ
る
よ
う
に
﹇
荒
川
二
〇
一
三
︑
三
～
六
頁
﹈︑
佛
敎
�
容
が
必

ず
し
も
祆
敎
信
仰
の
放
棄
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
︒
そ
の
た
め
︑

本
稿
で
は
︑
祆
敎
信
仰
の
繼
續
の
}
無
に
關
係
な
く
︑
佛
敎
を
�
容

し
た
と
い
う
點
を
强
Í
す
る
た
め
に
︑
こ
れ
よ
り
以
下
の
本
�
で
は

カ
ッ
コ
つ
き
で
﹁
改
宗
﹂
と
し
て
い
る
︒

(5
)

池
田
一
九
六
五
︑
福
島
二
〇
一
〇
︑
吉
田
二
〇
一
一
︑
五
一
～
五

二
頁
︒
荒
川
二
〇
一
〇
︑
三
四
九
～
三
五
四
頁
の
�
書
か
ら
バ
ク
ト

リ
ア
人
と
ソ
グ
ド
人
が
共
に
�
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
︒

(6
)

｢
喜
相
隨
﹂
は
︑
足
立
一
九
四
二

(二
四
六
頁
)
で
は
﹁
喜
存
相

隨
﹂
と
す
る
︒

(7
)

｢未
經
一
B
﹂
は
︑
足
立
一
九
四
二

(二
四
六
頁
)︑
王
一
九
八
八

(
二
四
二
頁
)
で
は
︑﹁
經
餘
一
B
﹂
と
す
る
︒

(8
)

�
代
の
安
姓
が
ほ
ぼ
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
點
に
つ
い
て
は
︑
福
島
二

〇
〇
五
︑
一
四
八
～
一
四
九
頁
︑
森
部
二
〇
一
〇
︑
二
三
～
二
四
頁

を
參
照
︒

(9
)

『
集
古
今
佛
L
論
衡
﹄
卷
丁

[大
正
五
二
︑
三
九
五
頁
﹂

靈
辯
姓
安
氏
︑
襄
陽
人
也
︒
其
先
西
域
古
族
︒
晉
中
#
時
︑
徙

居
長
安
白
鹿
原
︒
永
嘉
末
印
南
�
︑
因
家
于
襄
陽
︒
⁝
永
H
年

中
︑
暫
=
東
都
︑
聲
馳
天
闕
︒
Õ
奉
敕
�
大
慈
恩
寺
︒
仍
被
¨

入
內
論
義
︒

(10
)

『
續
高
僧
傳
﹄
卷
二
六
﹁
隋
京
師
靜
法
寺
釋
智
嶷
傳
﹂
[
大
正
五
〇
︑

六
七
六
頁
]

釋
智
嶷
︑
姓
康
︑
本
康
居
王
胤
也
︒
國
難
東
歸
魏
︑
封
于
襄
陽
︑

因
纍
居
之
︑
十
餘
世
矣
︒

(11
)

姚
二
〇
〇
七
︑
一
六
九
～
一
八
二
頁
で
も
四
川
地
域
に
お
い
て
ソ

グ
ド
人
が
活
潑
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
詳
細
に
說
か
れ
て
い
る
︒

(12
)

中
華
書
局
版
︑
一
〇
一
一
頁
に
よ
っ
た
︒
大
正
五
〇
︑
六
五
一
頁

は
︑﹁
梁
・
周
之
際
﹂
を
缺
く
︒

(13
)

『續
高
僧
傳
﹄
卷
二
九
﹁
梁
蜀
部
沙
門
釋
�
:
傳
﹂
[大
正
五
〇
︑
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六
九
一
頁
]

釋
�
:
︑
姓
康
氏
︑
其
先
康
居
人
也
︒
越
稚
出
家
︑
嚴
持
齋
素
︒

⁝

以
梁
天
鑒
初
︑
來
自
西
戎
︑
至
于
益
部
︒

(14
)

足
立
一
九
四
二

(四
六
頁
)
は
︑﹁
覩
貨
羅
u
利
の
略
︒
覩
貨
羅

の
胡
國
の
5
﹂
と
解
釋
す
る
︒

(15
)

榮
二
〇
〇
七
︑
一
四
一
頁
︒
劉
志
?
・
劉
廷
壁
U
一
九
五
八
︑
一

～
七
頁
︑
寫
眞
二
︒
劉
長
久
一
九
九
八
︑
三
五
頁
︒

(16
)

僧
伽
に
つ
い
て
は
︑
牧
田
一
九
五
四
︑
尤
二
〇
一
〇
︑
王
二
〇
一

二
な
ど
を
參
照
︒

(17
)

嘗
縱
觀
臨
淮
︑
發
念
置
寺
︒
以
慈
悲
眼
目
︑
信
義
方
寸
︑
興
廣
濟

心
︑
儀
�
照
佛
︒

(18
)

中
宗
孝
和
皇
�
?
影
綸
誥
︑
特
加
禮
數
︑
X
入
別
殿
︑
�
益
重
玄
︒

德
水
五
瓶
︑
霑
濡
紫
極
︑
甘
露
一
斗
︑
福
潤
蒼
生
︒
乃
Y
寺
名
︑
仍

依
佛
號
︒
中
宗
皇
�
以
照
言
犯
諱
︑
光
字
從
權
︒
親
覩
御
書
︑
寵
題

寶
額
︒

な
お
︑﹁
別
殿
﹂
は
︑﹃
宋
高
僧
傳
﹄
一
八
﹁
僧
伽
傳
﹂
で
は
﹁
內

L
場
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

(19
)

光
相
纔
現
︑
瞻
仰
巳
多
︑
?
�
簪
裾
︑
o
來
舟
楫
︑
一
歸
O
宴
︑

再
謁
眞
僧
︒
作
禮
祈
祥
︑
焚
香
拔
苦
︒

(20
)

筆
者
は
未
見
の
た
め
︑﹃
金
石
萃
U
﹄
卷
六
九
と
﹃
2
�
�
﹄
卷

二
七
八
に
よ
っ
た
︒
拓
本
寫
眞
は
︑﹃
北
京
圖
書
館
藏
中
國
歷
代
石

刻
拓
本
滙
U
﹄
中
州
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
九
︑
卷
二
〇
︑
一
三
九

頁
參
照
︒

(21
)

L
端
一
九
六
七
︑
九
八
～
一
〇
一
頁
︒
寺
�
の
役
割
は
︑
L
端
氏

に
よ
れ
ば
﹁
寺
院
の
代
表
者
で
あ
り
︑
社
會
�
に
︑
外
面
�
に
︑
-

謂
行
政
�
方
面
の
責
任
者
﹂
で
あ
る

(
九
九
頁
)︒

(22
)

岩
佐
精
一
郞
氏
の
分
析
よ
り
︑
逸
實
は
�
り
で
︑
逸
客
が
正
し
い

﹇
岩
佐
一
九
三
六
︑
一
一
一
～
一
一
三
頁
﹈︒

(23
)

『
張
說
之
集
﹄
卷
一
六

(
四
部
叢
刊
-
收
)︑﹃
張
燕
公
集
﹄
卷
一

九

(
四
庫
2
書
-
收
)
︑
﹃
�
苑
英
華
﹄
卷
九
一
七
︑﹃
2
�
�
﹄
卷

二
三
〇
︒

(24
)

外
�
に
か
か
わ
る
E
者
と
し
て
の
ソ
グ
ド
人
に
つ
い
て
は
︑
森
部

二
〇
一
一
を
參
照
︒

(25
)

法

藏

の

詳

細

な

事

績

に

つ

い

て

は
︑
木

村

一

九

九

一
︑

C
hen2007
な
ど
を
參
照
︒

(26
)

神
功
元
年
︑
契
丹
拒
命
︑
出
師
討
之
︒
特
詔
藏
︑
依
經
敎
遏
寇
�
︒

乃
奏
曰
︑﹁
若
令
摧
伏
怨
敵
︑
Y
r
左
L
諸
法
︒﹂
詔
從
之
︒
法
師
盥

浴
l
衣
︑
円
立
十
一
面
L
場
︑
置
光
�

(=

觀
�
)
宴
行
L
︒
[大

正
五
〇
︑
二
八
三
頁
]

(27
)

屬
神
龍
初
︑
張
柬マ

マ

之
«
Ü
︒
藏
乃
內
弘
法
力
︑
外
贊
皇
°
︒
妖
孽

旣
殲
︑
策
勳
斯
�
︑
賞
以
三
品
︒
固
辭
固
Á
︒
<
Y
迴
與
弟
俾
諧
榮

養
︒
[
大
正
五
〇
︑
二
八
三
頁
]︒

張
柬
之
が
張
易
之
の
�
り
で
あ
る
こ
と
は
︑
方
立
天
校
釋
﹃
華
嚴

金
師
子
違
校
釋
﹄
中
華
書
局
︑
一
九
八
三
︑
一
八
一
頁
︑
1
一
お
よ

び
C
hen2007,pp.152-153,448-455
を
參
照
︒

(28
)

C
hen
氏
は
︑﹃
大
方
廣
佛
華
嚴
經
感
應
傳
﹄
中
の
類
似
す
る
記

事
を
參
照
し
︑
永
隆
元

(
六
八
〇
)
年
で
は
な
く
天
Á
元

(六
九

〇
)
年
が
正
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
︒
法
藏
の
家
族
は
六
九
〇
年
以

�
に
夏
州
に
移
�
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
﹇
C
hen2007,pp.70-72,

p.355,n.95

；

榮
二
〇
一
二
︑
六
七
二
頁
﹈︒
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(29
)

｢會
昌
五
年
正
B
三
日
南
郊
赦
�
﹂﹃
�
苑
英
華
﹄
卷
四
二
九
︑

﹁
禁
天
下
寺
觀
停
客
制
﹂﹃
�
大
詔
令
集
﹄
卷
一
三
一
L
釋
部
︒

(30
)

僞
濫
僧
の
問
題
は
︑
玄
宗
+
に
肅
正
が
試
み
ら
れ
る
も
︑
安
C
の

亂
後
再
び
橫
行
し
て
お
り
﹇
日
野
一
九
六
六

(一
九
八
九
︑
一
七
五

～
一
七
六
頁
)﹈︑
お
お
よ
そ
�
一
代
を
0
じ
た
問
題
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
︒

(31
)

ま
た
︑﹃
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
﹄
卷
一
に
よ
れ
ば
︑
ソ
グ
ド
商

人
の
石
槃
陀
が
瓜
州
の
寺
院
を
訪
れ
て
い
る
︒
石
槃
陀
は
︑
そ
こ
で

z
{
し
た
玄
奘
よ
り
�
戒
し
︑
そ
の
後
︑
玄
奘
と
共
に
旅
に
出
て
い

る
︒

(32
)

た
と
え
ば
︑﹃
入
�
求
法
â
禮
行
記
﹄
卷
一
︑
開
成
四
年
一
B
七

日
條
に
よ
る
と
︑
揚
州
の
開
元
寺
瑞
宴
閣
修
理
を
波
斯
國
や
婆
國
の

商
人
:
が
一
部
¹
擔
し
て
い
る
︒

(33
)

吉
田
一
九
九
七
︑
二
四
三
頁

；
二
〇
一
一
︑
四
二
頁
︒
た
だ
し
︑

祆
祠
が
民
閒
宗
敎
の
施
設
に
も
な
る
な
ど
﹇
吉
田
二
〇
一
一
︑
四
二

頁
﹈︑
中
國
社
會
と
切
り
離
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒

(34
)

『舊
�
書
﹄
卷
七
七
・
九
一
・
一
八
三
︑﹃
怨
�
書
﹄
卷
一
一
二
・

一
二
〇
︑﹃
½
治
0
鑑
﹄
卷
二
〇
八
︑﹃
�
會
�
﹄
卷
五
二
・
六
七
等
︒

﹃
#
野
僉
載
﹄
卷
五
は
︑﹁
婆
羅
門
僧
﹂
と
す
る
が
︑﹁
婆
羅
門
﹂
が
︑

天
竺
で
は
な
く
︑
呪
Ð
�
な
能
力
を
も
つ
人
物
を
指
す
例
も
あ
る
た

め
﹇
中
田
二
〇
一
二
︑
一
一
六
～
一
一
八
頁
﹈︑
こ
れ
を
も
っ
て
天

竺
出
身
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒

(35
)

な
お
陳
金
華
氏
も
ソ
グ
ド
人
の
可
能
性
が
高
い
と
み
て
い
る
が
︑

�
確
な
根
據
は
示
さ
れ
て
い
な
い
﹇
陳
二
〇
〇
四
︑
五
一
〇
頁
等
﹈︒

﹁
胡
僧
﹂
の
)
識
に
關
聯
し
て
︑
玄
宗
+
に
﹁
外
國
蕃
僧
﹂
を
歸
國

さ
せ
る
べ
き
と
の
上
奏
が
あ
っ
た
際
︑
中
天
竺
出
身
の
金
剛
智
は
︑

自
ら
は
﹁
泳
僧
﹂
で
あ
っ
て
﹁
蕃
胡
﹂
で
は
な
い
と
�
張
し
た

(﹃
宋
高
僧
傳
﹄
卷
一
﹁
�
洛
陽
廣
福
寺
金
剛
智
傳
﹂)︒
こ
れ
は
︑
天

竺
出
身
の
場
合
は
﹁
泳
僧
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
以
外
の
外
國

(﹁
蕃

胡
﹂)
出
身
の
僧
と
は
區
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
︒

(36
)

森
安
氏
に
よ
れ
ば
︑
盛
�
か
ら
中
�
の
Ø
わ
り
こ
ろ
ま
で
︑
﹁
胡

國
﹂
が
﹁
ソ
グ
ド
國
﹂
を
指
し
︑﹁
胡
﹂
が
ソ
グ
ド

(人
・
言
語
)

を
5
味
す
る
の
が
一
般
�
で
あ
っ
た
﹇
森
安
二
〇
〇
七
b

(二
〇
一

五
︑
三
九
六
頁
)
﹈︒

(37
)

惠
範
の
事
績
の
詳
細
は
︑
ª
善
一
九
六
八

(
二
〇
一
三
︑
第
二

�
)
や
濱
田
一
九
八
九
を
參
照
︒

(38
)

な
お
︑
縣
公
を
賜
っ
た
時
+
に
つ
い
て
︑
後
揭
の
﹃
大
宋
僧
C

略
﹄
の
ほ
か
︑
﹃
½
治
0
鑑
﹄
卷
二
〇
八
︑
神
龍
二
年
二
B
條
で
は
︑

﹁
丙
申
︑
僧
p

(
惠
)
範
等
九
人
竝
加
五
品
階
︑
賜
Ñ
郡
・
縣
公
﹂
︑

﹃
舊
�
書
﹄
卷
七
︑
中
宗
本
紀
で
は
︑
﹁
(神
龍
二
年
二
B
)
丙
申
︑

僧
會

(
惠
)
範
︑
L
士
C
崇
玄
等
十
餘
人
Á
官
封
公
︑
以
賞
R
O
善

寺
功
也
﹂
と
あ
り
︑
神
龍
二
年
に
な
っ
て
い
る
︒
一
方
︑
銀
靑
光
祿

大
夫

(從
三
品
)
に
つ
い
て
も
︑
後
揭
の
﹃
大
宋
僧
C
略
﹄
で
は
神

龍
二
年
と
な
っ
て
い
る
︒

(39
)

こ
こ
で
は
︑
神
龍
二
年
に
ま
ず
惠
範
を
含
む
九
名
に
縣
公
を
與
え
︑

さ
ら
に
惠
範
は
上
庸
郡
公
と
銀
靑
光
祿
大
夫
を
賜
っ
て
い
る
︒
�
Ý

で
も
言
�
し
た
よ
う
に
︑
惠
範
の
品
階
や
Ñ
號
に
つ
い
て
は
C
料
閒

で
混
亂
が
み
ら
れ
る
︒
紙
幅
に
限
界
が
あ
る
の
で
︑
さ
ら
な
る
檢
證

は
別
の
機
會
に
行
い
た
い
︒

(40
)

『½
治
0
鑑
﹄
卷
二
〇
八
︑
景
龍
元

(七
〇
七
)
年
九
B
の
條
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﹇
六
六
一
六
～
六
六
一
七
頁
﹈

銀
靑
光
祿
大
夫
︑
上
庸
公
︑
O
善
・
中
天
・
西
�
三
寺
�
p
範

於
東
都
作
O
善
寺
︑
長
樂
坡
作
大
宴
︑
府
庫
爲
之
虛
�
︒
上
�

韋
后
皆
重
之
︑
勢
傾
內
外
︑
無
敢
指
目
者
︒

(41
)

惠
範
を
下
野
さ
せ
た

(�
黜
p
範
︑
放
于
家
)
と
記
す
﹃
½
治
0

鑑
﹄
卷
二
〇
八

(六
六
一
七
頁
)
や
︑
寺
�
の
地
位
を
�
っ
た
と
記

す
﹃
册
府
元
ø
﹄
(卷
五
一
五
︑
憲
官
部
︑
六
一
六
〇
頁
)
も
あ
り
︑

寺
�
剝
奪
の
可
能
性
も
あ
る
が
︑
中
宗
か
ら
の
信
賴
や
太
�
公
�
と

の
一
貫
し
た
結
び
つ
き
︑
そ
の
後
の
睿
宗
+
の
顯
著
な
活
'
を
み
て

も
︑
こ
の
件
で
惠
範
の
勢
力
が
衰
え
︑
完
2
に
寺
を
離
れ
た
と
は
考

え
に
く
い
︒

(42
)

刻
�
は
張
二
〇
〇
六
︑
一
二
二
～
一
二
三
頁
の
拓
本
寫
眞
と
錄
�

を
參
照
し
た
︒
な
お
︑
刻
ま
れ
て
い
る
經
�
に
つ
い
て
張
乃
翥
氏
は
︑

﹃
南
無
大
慈
大
悲
觀
世
�
□
願
□
□
□
□
頂
□
□
﹄
經
と
す
る
が
︑

劉
淑
芬
氏
が
﹃
佛
說
續
命
經
﹄
で
あ
る
こ
と
を
�
ら
か
に
し
て
い
る

﹇
劉
二
〇
〇
八
︑
一
三
〇
頁
﹈︒

(43
)

溫
一
九
八
四
︑
三
六
頁
︒
陳
金
華
氏
は
︑
溫
氏
の
硏
究
を
�
け
︑

O
善
寺
萬
歲
と
石
塔
の
萬
歲
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
實
證
す

る
十
分
な
證
據
は
な
い
も
の
の
︑
諸
狀
況
か
ら
み
て
ソ
グ
ド
人
の
血

瓜
で
あ
る
と
し
て
い
る
﹇
陳
二
〇
〇
四
︑
五
〇
八
～
五
一
〇
頁
﹈︒

(44
)

別
の
孫
男
の
一
人
に
﹁
法
藏
﹂
の
名
も
あ
る
が
︑
本
稿
で
言
�
し

た
法
藏
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
は
陳
金
華
氏
が
�
ら
か
に
し
て
い
る

﹇
陳
二
〇
〇
四
︑
五
〇
九
頁
1
①
﹈︒
筆
者
は
︑
拙
稿
二
〇
一
四

(四

七
～
四
八
頁
)
で
從
來
說
に
基
づ
き
︑
同
一
人
物
と
し
て
�
っ
た
が
︑

陳
說
に
從
い
︑
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
︒

(45
)

六
九
〇
～
七
〇
五
年
の
E
用
に
限
定
さ
れ
る
則
天
�
字
を
含
む
こ

と
か
ら
︑
安
思
泰
の
奉
�
と
�
い
時
+
に
刻
�
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
︒

た
だ
し
︑
安
思
泰
と
萬
歲
の
家
族
と
が
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
の
か

ま
で
は
分
か
ら
な
い
︒

(46
)

R
宴
記
に
は
︑
香
行
社
の
漢
人
と
ソ
グ
ド
人

(
安
僧
:
︑
C
玄
策
︑

康
惠
登
︑
何
難
ë
︑
康
靜
智
)
の
名
�
が
刻
ま
れ
て
い
る
﹇
榮
・
張

(U
)
二
〇
〇
四
︑
一
二
八
～
一
二
九
頁
﹈
︒

(47
)

ま
た
︑
張
易
之
の
兄
弟
の
一
人
で
あ
る
張
昌
+
が
蜀
の
僧
侶
智
詵

を
都
に
招
Y
し
た
こ
と
︑
武
則
天
+
に
各
地
方
か
ら
宮
中
に
招
Y
さ

れ
た
僧
侶
に
山
南
・
劍
南
と
緣
故
の
あ
る
者
が
多
い
こ
と
な
ど
も

﹇
任
一
九
八
六
﹈
︑
張
易
之
兄
弟
の
當
該
地
域
へ
の
影
"
力
と
の
關
聯

に
お
い
て
1
目
さ
れ
る
︒

(48
)

森
部
氏
は
�
山
石
經
題
記
か
ら
幽
州
の
﹁
店
﹂
に
ソ
グ
ド
人
が
關

係
し
て
い
た
こ
と
を
�
ら
か
に
し
て
い
る
﹇
森
部
二
〇
一
〇
︑
五
三

～
五
六
頁
﹈︒

(49
)

畢
氏
は
︑
胡
商
・
胡
僧
閒
の
身
分
轉
奄
は
度
々
あ
り
︑
惠
範
も
そ

う
し
た
例
と
し
て
捉
え
て
い
る
﹇
畢
二
〇
一
一
︑
二
二
九
～
二
三
二

頁
﹈
︒
惠
範
の
よ
う
な
僧
侶
µ
商
人
の
例
は
︑
日
野
開
三
郞
氏
の
硏

究
で
夙
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
宋
代
の
海
商
に
も
み
ら
れ
︑
�
都
な
ど

の
寺
院
や
僧
侶
は
︑
舶
商
の
信
仰
�
崇
を
�
け
つ
つ
商
品
取
引
の
周

旋
や
金
融
に
よ
っ
て
商
人
の
活
動
を
助
け
な
が
ら
利
益
を
收
め
︑
自

ら
が
舶
商
の
�
易
活
動
に
入
り
ã
む
者
も
あ
っ
た
︒
な
か
に
は
︑
僧

侶
か
ら
大
海
商
に
な
っ
た
者
︑
海
商
か
ら
�
僧
に
な
っ
た
者
︑
僧
侶

の
兄
弟
が
海
商
の
者
な
ど
も
存
在
す
る
﹇
日
野
一
九
六
二

(一
九
八

四
︑
二
二
四
～
二
二
七
頁
)
﹈︒
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(50
)

『½
治
0
鑑
﹄
卷
二
二
四
︑
大
曆
二
年
條
︑﹃
舊
�
書
﹄
卷
一
一
八
︑

王
縉
傳
な
ど
︒
な
お
︑
不
空
の
出
自
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
る
が
︑

﹃
大
�
故
大
德
贈
司
空
大
辨
正
廣
智
不
空
三
藏
行
狀
﹄
(大
正
五
〇
︑

二
九
二
頁
)
で
は
︑﹁
母
康
氏
﹂
と
あ
り
︑
ソ
グ
ド
系
の
可
能
性
を

示
し
て
い
る
︒

(51
)

惠
範
が
重
用
さ
れ
た
背
景
と
し
て
︑
濱
田
氏
は
︑
女
性
で
あ
る
皇

后
や
公
�
が
皇
�
に
な
る
に
は
︑
男
性
上
位
の
社
會
常
識
を
�
す
カ

リ
ス
マ
�
權
威
が
必
�
で
あ
っ
た
た
め
と
み
て
い
る
﹇
濱
田
一
九
八

九
︑
八
〇
頁
﹈
︒

參
考
�
獻

[日
�
﹈

足
立
喜
六
一
九
四
二
﹃
大
�
西
域
求
法
高
僧
傳
﹄
(譯
1
)︑
岩
波
書
店

荒
川
正
晴
一
九
九
八
﹁
北
#
隋
・
�
代
に
お
け
る
﹁
G
寶
﹂
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
東
洋
C
苑
﹄
五
〇
・
五
一
合
¼
號
︑
一
六
四
～
一
八
六
頁

︱
︱
︱
︱

二
〇
一
〇

『ユ
ー
ラ
シ
ア
の
�
0
・
�
易
と
�
�
國
﹄
名
古
屋
大
學
出
版
會

︱
︱
︱
︱

二
〇
一
三

｢イ
ン
ド
･イ
ラ
ン
�
源
の
諸
宗
敎
と
中
國
﹂﹃
歷
C
と
地
理
﹄
六
六
四
︑
一
～
一
三
頁

池
田
溫

一
九
六
五

｢八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
敦
煌
の
ソ
グ
ド
人
聚
落
﹂﹃
ユ
ー
ラ
シ
ア
�
�
硏
究
﹄
一
︑
四
九
～
九
二
頁

︱
︱
︱
︱

一
九
九
〇

『中
國
古
代
寫
本
識
語
集
錄
﹄
東
京
大
學
東
洋
�
�
硏
究
-

石
田
幹
之
助

一
九
六
七

『增
訂

長
安
の
春
﹄
�
凡
社

岩
佐
精
一
郞

一
九
三
六

｢河
西
�
度
E
の
�
原
に
就
い
て
﹂﹃
東
洋
學
報
﹄
二
三−

二
︑
一
〇
七
～
一
一
九
頁

王
海
燕

二
〇
一
二

｢�
宋
時
代
に
お
け
る
泗
州
大
師
僧
伽
信
仰
の
一
考
察
﹂﹃
日
本
古
代
の
王
權
と
東
ア
ジ
ア
﹄
吉
川
弘
�
館
︑
三
六
〇
～
三
八
〇
頁

木
村
淸
孝

一
九
九
一

｢華
嚴
經
の
�
容
と
法
藏
の
生
涯
﹂﹃
人
物
中
國
の
佛
敎

法
藏
﹄
�
�
良
敦
・
木
村
淸
孝
著
︑
大
藏
出
版
︑
五
～
九
九
頁

黃
海
靜

二
〇
一
二

｢武
周
政
權
に
お
け
る
佛
敎
の
役
割
︱
︱
｢譯
場
列
位
﹂
に
登
場
す
る
賈
膺
福
を
中
心
と
し
た
一
考
察
﹂﹃
中
國
︱
︱
社
會
と
�
�
﹄
二

七
︑
二
八
八
～
三
〇
七
頁

齊
ª
:
也

一
九
九
八

｢魏
晉
南
北
#
時
代
の
安
息
國
と
安
息
系
佛
敎
僧
﹂﹃
國
際
佛
敎
學
大
學
院
大
學
硏
究
紀
�
﹄
一
︑
一
一
七
～
一
四
一
頁

︱
︱
︱
︱

二
〇
〇
三

｢隋
重
円
七
�
寺
記

(惠
鬱
R
宴
記
)
に
つ
い
て
︱
︱
譯
Ý
と
考
察
﹂﹃
國
際
佛
敎
學
大
學
院
大
學
硏
究
紀
�
﹄
六
︑
八
七
～
一
二
五

頁
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妹
尾
:
彥

一
九
八
四

｢�
代
長
安
の
街
西
﹂﹃
C
液
﹄
二
五
︑
一
～
三
一
頁

︱
︱
︱
︱

二
〇
一
四

｢東
ア
ジ
ア
都
城
時
代
の
形
成
と
都
市
網
の
變
�

︱
︱
四
～
十
世
紀
﹂﹃
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
都
市
と
國
家
﹄
中
央
大
學
出

版
部
︑
七
三
～
二
一
七
頁

蘇
瑤
崇

一
九
九
七

｢�
�
+
の
佛
敎
政
策
に
つ
い
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aṁ
gh
a
an
d
th
e
S
tate
in
C
h
in
ese
H
istory
(S
in
ica
L
eid
en
sia),L
eiden
:B
rill,2016,

pp.140-221
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
︒
惠
範
に
つ
い
て
の
史
料
を
比
較
・
分
析
し
て
お
り
︑
そ
の
事
績
を
知
る
上
で
重
要
な

研
究
と
思
わ
れ
る
︒
併
せ
て
參
照
さ
れ
た
い
︒

― 70 ―

484



through the Six Kingdoms to the Northern Wei as the dynasties of the Central Plain

by using the category of the Sixteen Kingdoms that Cui Hong had created. On the

other hand, he demonstrated a historical view that ignored the Northern Wei

dynasty before the capitalʼs relocation from Pingcheng. Thus Zhao Yi depicted the

Northern Wei as a completely pure Chinese dynasty of the Central Plain.

THE CONVERSION OF THE SOGDIANS

IN TANG CHINA TO BUDDHISM

NAKATA Mie

This paper attempts to consider the background of the conversion to Buddhism

of Sogdians in China through an examination of cases of the acceptance of Buddhism

by Sogdians in China proper in the Tang era and their expectations of the role of

Buddhism in the process of their migration to and settlement in China.

First, for Sogdians, taking the Buddhist tonsure was a means to advance in

society, comparable to secular success, and allowed them to acquire higher social

status. Likewise, for some lay Sogdian Buddhists who supported temples and

priests as donors due to their financial strength, Buddhist-based economic ethics

had great influence. Furthermore, they were conscious that the links with temples

and priests and with local society that underpinned them meant the acquisition of

social trust.

In addition to the close ties with temples, above mentioned, the activities of the

Sogdians extended into imperial court. Sogdian priests built bonds with women in

the court such as empresses and princesses during the first half of the Tang era,

and with eunuchs, whose influence surpassed that of these women, in the latter half.

In other words, during both the first and the latter half of the Tang era, they

increased their Buddhist activities with big temples in the imperial capitals as their

bases of operation while cementing ties with political powers in the imperial court.

For political powers such as women and eunuchs who could not secure legitimacy

for their power in the world of Confucian values, Buddhism provided authority and

played the role of pushing them on to political stage, as can be seen in the case of

Empress Wu who captured the throne by actively using Buddhism. Based on such

characteristics of Buddhism, the Sogdians operating as priests built up links with

political powers in the imperial court as a political strategy, intending to acquire the
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protection of those powers. Furthermore, some also employed an economic strat-

egy as in the case of Huifan who allied himself with Princess Taiping and expanded

commercial activities under her protection. From the above, we see that the Sog-

dians conversion to Buddhism had aspects of a survival strategy and also had proac-

tive aspects designed to acquire political and economic benefits.

ON THE GUOSHU國書 DOCUMENTS EXCHANGED IN THE

PERIOD OF THE DADING 大定 TREATY BETWEEN

THE JIN DYNASTY AND THE SOUTHERN SONG

MORI Eisuke

This paper deals chiefly with the guoshu documents exchanged by the Jin dy-

nasty and the Southern Song in the Dading treaty period.

The history of the relation between the Jin dynasty and the Southern Song can

be described as the repetition of the conclusion and cancellation of several treaties.

Regarding these treaties, this paper focuses on the period after the Dading treaty,

especially on the guoshu documents exchamged between the Jin and the Southern

Song in this period.

In the first section, I examine the two points that serve as the foundation for

the argument in the second section. First, I examine the diplomatic documents

exchanged between the emperors of the Jin dynasty and the Southern Song in the

period from the cancellation of the Huangtong 皇瓜 treaty to the conclusion of the

Dading treaty. After that, I examine the arguments on the form of the diplomatic

documents issued in the name of the Southern Song emperor by the Southern Song

court and sent to the Jin emperor before the conclusion of the Dading treaty.

In the second section, I examine the principal focus of this paper, the guoshu

documents exchanged by the Jin dynasty and the Southern Song in the Dading

treaty period. First, I examine whether the opening fixed phrase of the guoshu

documents of the Southern Song for the Jin dynasty in the Dading treaty period

used the expression zhishu 致書 or fengshu 奉書. After that, I examine the differ-

ence of the number of the phrases of the guoshu documents sent from the Jin dynas-

ty to the Southern Song and the Southern Song to the Jin dynasty during the Dading

treaty period.

In the last section, I examine the word “shangguo”上國. The word “shangguo,”
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